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年報第八号の序

印刷物を刊行することは， なかなかむずかしいものである。 その内容の編集にひと苦労すると同

時に出版そのことについてもいろいろな制約を考えねばならないからである。

年報刊行に当つては， いつも衆智をあつめ， 最も妥当適切で効果的と思惟せられる方法を採って

来ているが，その時々に必ずしも意見が一致するものではない。

この事は， 年報発行について関係者一同が異常の熱意関心を持っていることを示すものであっ

て，定見を有たないことに由来するわけではない。

そんな次第で第七号発行の際には， 当研究所‘の全業績を抄録の形で編集したが， 今回はこの方針

を少し変えた。

すなわち全業績のうちから最も発表の意義を有っと認められるものを選択し， これを一般研究論

文の形として集録することにした。その結果掲載論文二十三題となった。

なj5'御参考までに当所の機構，事業概要， 予算決算等を載せた点は， 従来の通りである。

御清覧を賜らば宴に幸である Q

昭和 32年 12月

東京都立衛生研究所長新井養老
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第一章序 説

1. 設立の目的と事業

東京都立衛生研究所は，東京都の公衆衛生の向上増

進に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査．寄生虫検

査．臨床試験雪環境試験，水質検査ー栄養試験竺食品

検査，獣疫検査，製品検査， どきわめて

多岐にわたっている。

これらの試験検査は，衛生行政の裏付・けをする収去

試験．中毒試験などの行政試験を中心として行われ，

一般都民からの依頼による依頼試験も行っている。

その他地方衛生研究所ラ各検査機関との技術交流を

行いτ 技術の向上，検査成績の確実を期するとともに

学術的，基礎的調査研究にも努力を払っている。

叉衛生試験技術指導講習会を開催するなど技術指導

万国にも役割を果している。

2. 沿革

本研究所の設立以前には，衛生誌験所，衛住検査所，

獣疫検査所，血疑研究所ヲ製薬研究所の6機関があっ

たがき乙れらを統一して昭和24年に東京都立衛生研究

所が設置されたみので、ある。

3. 本年の状況

！腸管系病原菌の検査件数は 264,452件で， 30年より

約10,000件程度の減少となっており，陽性数は 5,952 

件と L000件程度増加しているが，これは昭和28年以

来降下傾向にある赤痢が，上昇の気配を見せたとは考

えられない3 しかし抗生物質の乱用により赤痢の潜在

化が憂慮されている折でもあり，何時昭和25年当時の

集団的発生を見るかも知れず，警戒はゆるめられない。

乙の意味において本年も流行の感染源となるべきこれ

ら保菌者に対する検索の手をゆるめず．都内飲食店関

係従業員の強制検使を実施した。

栴諸：血清反応は毎年増加の傾向にあり．本年も

1,472,217件と30年より約 12,000件増加している。検

査件数とは逆i乙陽性数は若干の減少を見せており，件

数の増加が陽性数の増加となって表われないことは，

性病予防法などの周知に伴い，この方面への認識が深

まったためと思われる。

寄生虫検査はこの所減少傾向を示しており本年も

180,510件と30年より約 20,000件減少しているが陽性

数はまた30,258と昨年の43,382K比較して大巾な減少

となっている。パーセントで見ると30年の21.3%, 31 

年10.5%と実に10%以上の差が認められる。この急減

は公衆衛生上喜ぶべき現象であろう。

都内の降下ばいじん，騒音，河川，海水の汚染など

( 1 ) 

都市公害が近年論じられるようになったが， ζの問題

については昨年来その実態調査を行っていたが，本年

も引き続き調査を実施し，有益な資料を得7こ。資料は

30年の調査結果と比較検討中である。

例年検査件数が上昇しているのが水質試験でき 29年

5ラ524,30年 8ラ711,31年 9,448と着実に増加してい

る。この大部分を占めるのが井水の飲料適否試験で31

年には5,069件を処理した。

このように井水の依頼試験が増加するのと，依頼者

が水道未普及地域に多い乙とを考慮して立川出張所に

水質試験室を新設して31年2月から業務を開始した。

また30年から検査を行っている簡易水槽便所の放流

水については31年もその試験成績は不良で，清掃法に

規制される基準に合格するものは僅かに10%程度に過

ぎなかった。この原因は使用者側の維持管理に難があ

るためである。

30年は雪印，森永等のお乳串毒事拡が起って世の注

目を集めたが，幸いにして31年には大中毒事件は起ら

なかった。年間 136件の食中毒検体を扱ったが，うぐ

いす豆による中毒が多く，そのつどブドー球菌を検出

した。また本年の傾向としてラ昨年の森永枇素牛乳中

毒花束日げきされてか，大商店等で扱う食品に，公立検

査機関の証明書を要求すると去った事が注目された。

このイ白盟盛援製品盟牟位剖

適品（いずれも鉛を検出）を出した点が注目されよ

ら不適品の多くは中華模様の皿，井，スプー

ンなどに見受けられた。

とであるが，これら陶磁器製造業者はいずれも地方他

府県に寄在する関係上，品質の向とには難しい点があ

る。これに反

示し本年扱った検体の中で不純物を熔出するものはほ

とんど見られなかった。

例年下降線をたどっていた狂犬病の発生はラ 30年に

3頭と流行以来の最低を記録したがき 31年には疑似狂

犬病として 141頭の検体に対して病理組織学的検査，

補体結合反応，動物試験など厳密な検査の結果狂犬病

と断定するものがなし昭和23年の流行以来満9年按

で‘その撲滅lこ成功したわけである。

牛乳，乳製品の検査については， 30年にくらべて収

去検体がいちじるしく増加しており，依頼誌験も上昇

の一途をたどっている。とくに近年ソフトクリームの

普及にともなってこの検体が増加しき 4～9月のシー

ズンにかけては依頼検査の大部分を占める状態であっ

7こ。



医薬品の試験では， JH；う〉んが30年の2む＼lこ噌Jmlノ
た。抜取試験の結果その品質を保証したのはクレゾー

ル石けん液14ラ975本，グリセリン 3ラ450本で、あった3

その他昨年にヲ｜続l＇て市販薬の一斉検査を行った

が，殺虫剤，エフェドリン剤等は成績良好であった

が，ビタミン剤は成績不良で，検体の30%は表示の基

準l乙全く適合せぬ粗悪品であった 3 また採血及び供血

あっせん業取締法公布に先だって， l~i）薬務部と協力し

て業者の使用試薬の化学試験，処閣i誌の落下細i芸i試験

を実施して有益な資料を得た3

例年行っている衛生試験検査技術指導講習会を31年

も実施し，細菌試験， j臨床試験，水質試験，食品中の

有害性物質試験，容器の化学試験，牛乳及び乳製品の

試験などの講習を実砲し， 219名が，全課定を修了し

7こ。

最後に31年12月に本研究所の組織が改定されたので

ふれておきたい。却ち今までの部fl1Uが全廃され，各課

も多少統合され。所長， 次長の下に庶務課，経理

課，微生物札臨床試験科，環境衛生札水質試験

科，食品科，栄養札獣医衛生科，医薬品科，衛生用

品科の2課 9f"PS:il畳くことになった。しかし昭和31年

の業績はほとんど旧部課制によるものであるから，本

年報の記事は旧組織によることとした。

4, 処務規程の改正

上lζ述べたように組織が改正されたが，それに伴う

処務規程の改正は次のとおりである。

昭和27年11月東京都訓令甲第133号をもって公布さ

れた当研究所の処務規程が次のよう民改正された。

東京都訓令甲第44号

総務局

財務局

衛生局

衛生研究所

東京都立衛生研究所処務規程（昭和27年11月東京都

言I[令甲第133号）を次のように改正するつ

昭和31年12月16日

東京都知事安井誠一郎

東京都立衛生研究所処務規程

（掌理事項）

第1条東京都立衛生研究所（以下 l所Jという。）

は保健衛生に関する試験，研究及び調査に関する事

務をつかさどる。

（分課）

fff42条所l乙次の課及び科をおく

庶務課

経理課

微生物科

l臨床討験科

環境衛生科

水 11試 15免科

食

栄

守
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、、戸、、
F

千
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1
1
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子Eミ
ムベ

獣医需生科

医薬品科

衛生用品科

2 衛生局長はあらかじめ知事の承認をfJて＇ ;1引に係

をおくことがで‘きる。

（分掌事務）

箔3条 各i乱科の分掌事務は， Uくのとおりとするコ

庶務課

1 所所属職員の人事及び給与に関することコ

2 所の公文書類の収受ゥ発送，編集及び保容に

関すること 3 I 

3 公司］の官守に関すること。

4 T1frl弓｛也のm.1~ ， r"I-に属しないこと。
経理課

1 所の~l;.1\f，決算及び会計事務に目すること 3

2 物品の調達及び工事その他の契約に関するこ

とコ

微生物科

1 各種伝染病原菌及び食中毒菌の検査並びに診

定l乙関すること。

2 リケツチヤー，ヴィールスの検査及び診定l乙

関すること。

3 血清学的反応検査に関すること。

4 衛生細菌学的調査に関すること。

5 そ族，昆虫の検査及び診定lこ 1~¥1すること。

6 消毒剤，予防剤の効力検査に関すること 3

7 ｛也の科l乙屑しない微生物の試験に関するこ

と。

臨床試験科

1 医師の診断に必要な血液，し尿．脳脊髄液等

の生化学的検査に関すること。

2 基礎及び応用医学の生化学的研究調査に関す

るζと3

3 寄生虫の検査及び診定氏関すること。

4 原虫の検査及び診定に関すること。

5 その他臨床検査に関すること。

理境衛生科

1 1::1光，空気，温度ヲばい慨及び騒1＇｝（こ関する

こと。

2 じんかい，し尿その他汚物lこ関すること。
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3 建築及び衣服の衛生に関すること 3

4 その他環境衛生に関すること。

水質試験科

1 水質及び温泉検査に関することコ

金品科

1 飲食物の試験及び検査に関すること 3

2 食中毒の誠験及び検査に関することっ

3 製品検査に関すること。

4 )Jl格基準検査に関すること。

5 飲食器，調理器具等の検査に関することコ

栄養科

1 栄養の調査研究に関すること 3

2 栄養分析に関すること。

獣医衛生科

1 乳肉倹査に関すること。

2 狂犬病その他！？た疫検査に関することコ

医薬品科

1 民薬品の試験及びJ会査に関することコ

2 毒物，劇物の誌験及び検査に関することコ

3 毒物中）cl予の化学試験及び検査に関すること 3

4 製薬原料の試験に10~すること。

5 生薬及びその原料の試験lこ関すること。

6 ｛也の科lこ属しない化学試験に関すること 3

衛生用品科

1 衛生用品及び甫生材料の試験及び検査に関す

る乙と。

2 ｛七粧品の試験及び検査に関すること。

3 玩具類の検査に関することο

4 麻薬の試験及び検査｛こ関することっ

（職員）

tl'S 4条所l乙次の職員をおし

所長

次長

課長

科長

主事

技師

2 前項の職員のほか，係長及び必要な職員をおくこ

とができる 3

3 衛生局長は，あらかじめ知事の承認をえて，第2

条の各科に技術主任をおくことができるつ

（所長等の資格及びイ壬免）

第5条所長は，技術吏員のうちから，知事が命ずるつ

2 次長は，事務吏員または技術史員のうちから，知

事が命ずる。

3 課長は，事務吏員のうちから，科長は，技術吏員

( 3 ) 

のうちから，知事が命ずるコ

4 係長及び技術主任：丸事務吏員または技術吏員の

うちから衛生局長が配属する。

（所長等の職責）

箔6条所長は．衛生局長の命を受け，所の事務をつ

かさど札所属職員を指揮監督する。

2 次長はラ所長を補佐する。

3 課長及CFT~l-1ミ：立、上司の命を受け，課、または科の

事務をつかさどり，所属職員を指揮監督する。

4 係長及び技術主任はラ上司の命を受け，係または

科の事務の一吉！日っかさどる。

5 前4項以外の職員は， t司の命を受け，事務に従
事する。 ＼ 

（所長等の事務代行）

us 7条 所長が出IJ長または休II民その他の事故により不
在（以下「不在j とl＞う。）のときは，次長がその

とj：片道を代行す；＿~ 0 

2 所長，次長ともに不在のときはラ所長があらかじ

め指定する課長または科長がその事務を代行する。

3 課長または科長が不在のときは，課長または科長

があらかじめ指定する職員がその事務を代行する。

（所長の専決事案）

f;j'g 8条所長の専決できる事案の概要は次のとおりと

する。

1 常例lこ属する事務の執行に関すること。

2 職名または所名で文書を発送すること。

3 1職員の出張、忌引中出勤，旅行，欠勤，請II毘，

超過勤務または休日勤務に関すること。

4 T：§＂万円未満の契約，起工及びその変更に関する

こと。

5 五卜万円未満の寄付・（議会の議決を経ぺきZ再現

を除く。）を受けること。

（事業報告等）

第9条所長は，毎月 5日までに次に掲げる事項につ

いて，衛生局長に報告しなければならない。

1 前月分の職員の勤務状況

2 前月分の事務の処理状況の概要

2 前項の規定にかかわらず，所長は，重要若しくは

異例に属する事項または前条tr~5項の事項を処理し

たときは，その都度衛生局長に報告しなければなら

ない。

（出張所の設置及び掌理事項）

節目条所に出張所をおく

2 出張所は，所の事務の一部をつかさどる。

（職員）

第11条 出張所lこ出張所長及びその他の職員をおく。



2 出張所長は，技術吏員のうちから，衛生局長が命

ずる。

3 その他の職員は，所の職員をあてる。

（出張所長等の職責）

錯12条出張所長は，所長の命を受け，所の事務をつ

かどり，所属職員を指揮監督する。

2 前項以外の職員はヲ出張所長の命を受け，事務lこ

従事する。

（出張所長の専決事案）

館13条出張所長の専決できる事案の概要は，次のと

おりとする。

1 常例に属する事務の執行に関すること。

2 職名または所名で、文書を往復すること。

3 職員の管内出張，忌引中出勤，旅行，欠勤，諮

暇，超過勤務または休日勤務に関すること。

（事業報告等）

箆14条 出張所長は，毎月 3Elまでに次に掲げる事項

について，所長に報告しなければならない。

1 前月分の職員の勤務状況

2 前月分の事務処理状況の概要

2 前項の規定にかかわらず，出張所長はき重要また

は異例に属する事項は，その都度所長lこ報告しなけ

ればならない。

（所の処務細則）

節目条所長は，あらかじめ衛生局長の承認をえてヲ

所の処務細則を定めることができる。

（準用）

箆16条 この規定l乙定めるものを除いてはー東京都庁

処務規程（｜昭和27年11月東京都訓令申第89号）を準

用する。
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機構bよび事業の概要

I機構

本研究所は所長の下に総務部，細菌部ラ生活衛生部ラ食品獣医部，化学試験部の5部がある。細部の組織，担当

業務の概要及び配置人員は別表のとおりである。

職 員 西日 置 表

（昭和32年4月1日現在）

-------f;~~ 職科 癖、＼＼£名＼ 士事－ 技 主 技 看

聖事務
技術助ヰゴー

工 作 用

職員時臨

メ口b、

事 。市 護 業 務

師 補 補 婦 員 員 員 計

庶 務 言果 9 3 2 1 7 3 25 

経 理 百果 9 2 7 4 22 

微 生 物 r"I・ 1 12 1P) 2 6 3 1 4p) 

E布 床 詰 験 fil・ 4 3 1 3 2 14 

環 境 衛 生 科 ~1) 2 Jl) 

水 質 誌 験 科 5 1 ~1) 

食 ロロロ 科 16 1 1 1 19 

栄 養 f"I・ 8 (1) 1 ~1) 

獣 医 衛 生 F斗 7 1 1 1 10 

薬 ロ仁日T fil・ 10 1 2 2 15 

衛 生 用 ロロ口 f"I・ 6 6 

出 張 所 1 7 1 5 1 1 1 1 4 1 23 

メ口玉、 21 8~1) 10 3~3) 2 12 9 12 11 5 1 l9£4) 

註本配置図表は特lこ処務規程改定後の組織によったものである。

（ ）は結核休養者を示す。
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算友決算

1. 11日和31年度予算及決算

(1）総括

11司和31年度

n 

日l

11,484.322 

133, 8-47, 

28,768、

6. 811, 

L-:l6, 

使用料及手数料

関節支出金

雑収入

追加更正予算額

67 464 

54勺899,

122ヨ363ヲ

24, 788 

6 127, 

126, 

31, 041, 
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69, 398, 

66. 248, 

135司646ラ

使 用料及手数料

国庫支出金
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35. 394. 
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追加史生予算額
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事業費予算及決算額(2) 

m 
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6, 916, 

11, 447, 
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(3) 特定財源予算及決算額

Jノ、；r 額 決 τ，，，I 額 士自 ど斗 ；成

基本IHrm及積立金収入 11, 

手 !i'( 25,084 25, 473, 

－~ 

文 1uヨ. ：；~:r_ 1斗 田町 145, 

組iI詞検査子数料 15,339,440 15, 446, 

Jtf~ 化学試験手数料 9, 680, ooo: 9, 881, 

）支
~］ 支 金 6日R4,153i 4, 865, 

l／文 入 210 003 298. 

31.378,5吋 30‘649, 

手 主t 1三l 28, 758, 26司198“

一
叉 一i；一三j: 手 ？致 料 110 0001 161, 

細菌検査手数料 17,527.8（主 15 339, 

理化学試験手数料 11. 121. 000 10. 698. 

年
i茸 Jiil 支 fよhr d斗tム 6,811, 321 5ラ827ラ

度 ~＼1£ i反 入 136,003 198令

35, 706, 32, 224, 
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国鰭 設

本研究所の施設は次のとおりである。 （昭和31年12月現在）

昔日 名 所 在 士出 l棟数 延坪数 敷地坪数 i~u 要

総 務 部 新宿区百人町4丁目 539 鉄筋コンクリート建

生活衛生部 電（37)591. 592. 593. 3551. 1669 （所長） 地上2階，地下I階
25 1, 158. 25' 3, 524. 05 

食品獣医部 (368) 4141 附属建物 24棟

化学試験部 (37) 593 （夜間宿直用）

細 関 吉日 文京区大塚辻町18 電（94)8141～8146 4 586. 75 1τ067. 77 地鉄筋上コンク地リート建階3階，下1

立川出張所 立川市柴崎町3の155 電立川 2858 19 5 立川保健所内

荒川出張所 荒川区三河島7の605の1 電（89)8212 16 5 荒川保健所内

小石川出張所 文京区小石川水道町6 電（92)0909 15 0 小石川保健所内

板橋出張所 板矯区板橋町5の961 15 5 板橋保健所内

杉並出張所 杉並区荻窪3の145 電（39)4832 19.25 l杉並西保健所内
荏原出張所 品川底平塚4の23 電（73)3209 16 5 荏原保健所内

深川出張所 江東区深川白河町3の5 電（64)3488 14 5 深川保健所内

三河島分室 荒川区三河島9の1983 電（83)9981 11 120 0 l鉄平筋家建コンクリート

I 301 1ラ関1751 4含…1｜ 

( 8 ) 
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化学試験部
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i総務部

1. 総務課

人事，文書，給与などの一般的庶務事項の他，検査

物の受付，各種統計の作成等を行っている。

ζの｛也本研究所の機関誌として事業月報ラ研究報告

及び年報を発行している。本年は保健所配属の衛生試

験技術者 219名に対する技術講習会を開催し，叉地方

衛生研究所全国協議会には役員として活躍した。

2. 経理課

業務概況

(1) 昭和31年度当初予算査定ならびに計数整理（1月

15日）

（司立川出張所水質試験室竣工 (1月31日）

(3）昭和31年度新規事業予算査定ならびに計数整理

(2月15日）

性） 危険物倉庫竣工（3月）

(5) 検体収集用自動車購入（5月）

(6) 昭和30年度決算調書提出（7月5日）

(7) 大久保庁舎ガス配管修理工事完成（7月26日）

(8) 昭和30年度第21回臨時出納検査（8月3日）

(9) 昭和31年度第二次追加予算査定ならびに計数整理

(9月10日）

(10) 整理，整とん週間中倉庫，書類および備品（返納）

整理（9月）

ω 経理事務自己検査（10月16～17日）
同昭和32年度当初予算編成資料とりまとめ（10月）

側昭和32年度当初予算要求書提出（11月15日）

(14) 細菌部小動物舎竣工（11月30日）

同細菌部冷蔵室改修工事竣工（12月30日）

主な工事

危険物格納庫新設工事

ガスボイラー修理工事

ガス配管修盟工事

手洗所増設工事

細薗部動物舎増築工事

細菌部冷蔵室修改工事

外25件

物品調達

乗用兼貨物自動車 1台

直吊天秤（独，ザートリウス社製） 1グ

真空凍結乾燥器 1グ

コーJレマン光電比色計 1グ

再製蒸j留器 1グ

240,000円

252,000グ

374 340// 

395,000グ

292, 000h’ 

855,000グ

2,205,000グ

920,000円

227,900グ

330 000 // 

505 000// 

265, 000// 

業 務

コーJレマン焔光光度計 1グ 205,000グ

ライツ光電比色計 1グ 133ラ000A’ 

フリージヤ冷蔵庫 3グ 60 000 グ

ホットポイント冷蔵庫 1グ 210, 000// 

ベツクマンPHメーター 1 メグ 130,000 A’ 

クト 1,350件 20,360ラ800グ

不用品売却

7件 100含600グ

日 意毘

1. 微生物課

細閣学的検査，出j古学的検査を行っており，業務内

容の大半を占めるのは，法定伝染病の病原菌検索業務

である。

31年には健康者（飲食物取扱業者，各工場団体等の

賄人，上水道事業従事者），保菌者， 注意思者， 保菌

者及び、患者の家族関係者など 465,495件について検査

を行った。 ζれは昨年より30雪348件の増加！となってい

る。

梅毒血清反応は従来どおりの万法令すなわち緒方

法，ガラス坂法を併用し，147ラ217件について行った。

ζれは30年より約12,000件程の増加となっている 3 こ

れに反してその陽性率は30年の117%に対して31年は

10.6%と減少の傾向を示しておりヲ公衆衛生上高ぷべ、

き現象である 3 なお本年あらたにガラス板，緒方双万

I LJ-0円咋
!20 

円

u
n
H
U
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。
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細菌部取扱件数（最近3年間）

( 9 ) 



の定量j云:r実指し，その利用度はElを追って増加し． Yl.0001牛

2令016件の検査を消化した。 4 

件数が減少したのは結核菌の検査でー培養雪耐性と

も30年より 2,156件，および 325件の減少を示してい お
一一一時扱件数_, 

Q む

食中毒関係では 387検体を扱い．この中江戸川保健

所管内力〉らS.nagoyaを検出し．まに武蔵野，保健所管

内｛こ発生しに中毒忠者33名のふん使lゃから．その原因

I語とみられる S.enteritidis （ゲルトネ jレ氏菌）を21

名から検出したο

日本脳炎等ヴィールス性疾jよuこ！請する補体結合反
応司血清反応は昨年よりやや減少しているが．それぞ

れ所期の成果をあげることができた。

調査研究としては，厚生省の指示にもとずき T 都予

防部と協力して，杉並区の東田雪馬橋のニ小学校を対

象として令台、性i胃炎の調査を行い 524人の検査を実施

して30件の溶連菌を検出した。これは継続事業として

来年度る続行の予定でありー今後貴重なデーターの生

まれることが予測され，その成果が期待されている。
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細菌部 微生物課

まにこれは試験的段階を出ないのであるが，本年か

ら淋菌に対する輸送培地をこころみきあるいは1万人

を研究対象としてB.T.B培地にかわる変法マツコン

キー寒天培地を試作する等の努力を重ねている。

2. 寄生虫課

原虫，寄生虫の検査を行っておりーその対象は昨年

同様学室の；j会査がその大半を占めている。

31年は 180,510件について検査を行つにが，これは

( 10) 
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細菌部 寄生虫課

30年より約2万件近くの減少となっているが，学童の

検査が約4万件程減少しているので，一般からの依頼

はむしろ増加しているわけである。

陽性率について見ると虫卵保有者は16.8%の30,258

名で，昨年の21.3%1こ対して相当の減少と云えよう。

これは都民の寄生虫に対する認識と駆虫薬のしんとう

を意味するものであろう。

またこの他に青果，野菜，土壌ラ ド水汚泥等の虫卵

検査を行い雪寄生虫の一掃に努力している。

3. 衛生動物課

そ族，昆虫に関する検査ラ発疹チフスの検査及び消

毒殺虫剤の効力試験を行っている。

そ体の検査は三河島分室で実施しており， 31年lこは

お，658匹のそ休についてペスト及びサルモネラ閣の検

索を行つ7こ。

まに昨年からの継続事業として本年も都予防部と協

力してラ七島熱究明のために3名の技術者を渡島さ

せラ研究を続行して着々成果を収めつつある。

薬剤効力試験は 111件について行つにが，これは30

年より 5件の減少となっている。
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業者l飲食業者i ｜上水引 「フス｜赤 痢
チフス 赤痢

学校給食者 健康診断
関係者関係者無 料有 料 従業員 全治退院者全治退院者 前保菌者 前保菌者

2 120 1n 3,374 ljl 13,419 
38 464 2,484 

10 2 24 3~ 
125 41 3,075 

~ 
2 659 88 7,256 
4 29 432 51 2,900 

33 745 

1~~PIT 
5 851 

4 191 135 2,245 8, 776 

13 20 338 35 3 921 

11 53 997 76 5 620 

2 34 698 52 

1~1 d 35 ~~ 
1,653 

11 5,670 
32 19 2,045 154 12 543 

5 144 19 93 1, 793 109 5 898 
33 7 27 29 878 41 5,809 

4 123 2 11 32 648 41 2,983 

6 140 2 46 55 1, 409 94 8,239 

3 159 
4 24 49 855 54 2 679 

721 21 461 26 3,207 

96 3 34 6 275 13 4,450 

170 3 29 23 456 36 3,540 

34 13 14 517 25 3,681 

2 47 24 82 29 806 51 5,802 

148 2 22 13 635 34 4,992 

11 1,079 ？ 173 7 21 205 3,096 231 6,650 

205 8 580 21 23 22 76 1,458 177 8 592 

42 

;:! 

79 25 688 47 5 348 

8 18 428 42 2,844 

6 142 7 6 11 31 52 1,.798 79 6,037 

305 31 2 84 41 903 60 4 094 

2 245 6 3 5 55 25 69 979 92 4 500 

12 4 18 60 29 726 42 3 394 
78 22 22 690 38 5,021 

46 56 17 36 3,263 

3 361 86 1 44 40 1,072 56 4 774 

11 4 2 58 2 41 44 1, 014 57 3 581 

3 9691 43 13 2 116 34 84 44 742 55 3,771 

10 221 12 8 2 64 31 780 70 6 336 

4 246 3 5 56 12 23 41 559 74 
2 65 4 6 92 32 45 61 1, 118 88 3,658 

2 2 

~~ 724 ~~ 
1,864 

2 5 282 1,624 
11 25 4§ l, 259 125 16,246 

11 241 33 5,906 
38 21 431 40 2,575 

12 19 372 26 1ラ082
6 144 12 862 

1 75 32 719 ~~ 
2,933 

~i 
1 12 19 385 2,663 

71 13 21 396 35 2 175 

2 
21 27 

10 30 683 49 
3,071 

30 1 
13 3 209 14 1,321 

9 10 129 12 598 

6, 165 19, 58 1, 13 18 1, 091 45, 242 p 17 246, 738 

i飲飲そ食業者日（~翁） T ~~~~ 酎} 備考 食業者有料 PAーパラチフスA を示す。
の他は 赤痢菌



綿龍1部 日？生虫課

検査
所別
細菌部 立川出張所 荒川出張所 小石川出出店「f 板橋出張所 杉並出張所 J主原出張所｜深川出張所 i

種

5日 検査数 （十） 検査数 （十） 検査数 （十） 検査数 （十） 検査数 (-1) I検査数 I(+)I検査数｜（十）｜検査放 i(-1)i検査数｜ （十）

赤痢アメトパ L 71 -1 1 
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て‘デ了 の f自

虫

言十 1ヲ2871 11 71 -i l_ 
トト4... 

El' 1140，蜘l1.判一 5.6611 3, 5821 7021 5, 6401 6771 6ラ963! 7481 1, 33Gi 251 I 3今09613361 179, 214' 28, 

十二指 nra虫

日木住血股虫

生｜

肝臓ヂストマ

E」与 の 他 i 一IL 2241 2231 191 811 491 1771 441 -I 571 

虫

11岨 9ヰ21.0201吋5.8951 3, 5821 8001 5,6401 7391 6, 963! 9551 1, 336' 2961 3, 096 3941 179雪21430. 

よi=』I 言十 3,5821 8001 5ヲ6401 7391 6, 9631 9551 1, 3431 2961 3今0961394! 180, 5101 30司



ト4

l:'V 

業 務成績年報（昭和31年1月～12月）

＼~国＼別＼＼検〈査同土 期日

j食 査

ノ＼内 ス ト

発
ワイ Jレフエリックス

E多

チ 補休結合反応

フ

ス 計

イ ン フ Jレ コ二 ン ザ

日 本 1出 J丈<: 

効 力 誌 験

て の 他

よに』T 

菌

数

細菌部 衛生動物課

官／） 三河島分室 計

’r 検 査 数 T j会 査 数 十

28,658 28,658 

1 1 

1 1 

58 58 

527 297 527 297 

113 113 

電話

94 29 94 29 

793 326 28,658 29,451 326 

一一一一一 一一
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細菌部 衛生動物課

4. 臨床試験課

医師の診断に必rJ,gな血液うし尿宅！！尚脊髄液などのj食

査を打っており，一般！去nm，病院からの依頼がほとん

どである。

31年は 9,834件について検査を行つにが．これは30

年より 2,873件の増加となっている。

このうちち残余窒素ラ血糖定量分析が， 1,676件で

イ牛
2.400 
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細菌部臨床試験課

mu物を用いての妊娠反応が 366件あった。
昨年から行われた小学校の学童尿検査は雪一校のみ

であったが尿蛋自の陽性率が関校医の指導により減少

しにことは，検尿の必要で、あることを如実に示したも

のと云える。

また衛生！誌から依頼されに急性腎炎の学童尿検査

550件を行いう来年も継続の予定である。

つぎに都内保健所のX線技師の健康管理による血液

;j食査を年4回にわ7こって行い，貴重なデータ｛を得

7こ。この外本課の継続したカルシウム及びマグネシウ

ムの代謝の研究及び糖尿に関する生化学的，薬埋的研

究等31,142件の分析を行つに。

部
闘
訓

i 選境課

諸種の環境衛生学的試験研究を行っており，その中

心となるのは空気の衛生試験である。

'" h 31年に行った試験検査の主なものは， 30年からの継

続事業であるばい煙による都の大気汚染状況の試験で

あって， 30年と同じく都内26保健所を調査地点として

保健所の協力のもとに気温，湿度ヲ天候ラ風力，風向、

紫外線強度ラ月間降下躍量，炭酸ガスなどの調査を行

った。結果は目下30年と比較検討中であるがちばい煙

防止条例の公布にもかかわらず，明確な差異はないよ

うである。降 F盗塁から判断すると，東京は世界有数

のばい煙都市で、あり，とくに暖房季の都心ピjレ街は工

場地帯以上であり，郊外地帯との差は顕著である。

5 6 ワ 8 8 I 0 I I 12月

生活衛生部 取扱件数（最近3年間）

( 13 ) 



課験試床1京音［~醍i議［｜業務成績年報（昭和31年 1 月～~2月）

ジ

ア

ス

タ

r

米
t
4
A
1
4
 

出

計皮

妊
版
動
物
反
応
検
査

庁

蔵

議

指

ん

火

在

［

I

l

i
－

－

 

K
3

蔵
幾
指
ん
火

F

l
i
l
i
－

－

i
 

糞

便

潜

血

）λ 

応

脳

脊

髄

液

検

査

目j余
波

及

尿尿亦tt血

被

ゼ出rh｝ J J
 

査

7 

131 

尿

J免~~~ 
duuηd l
 

引
U

血
液
迎
化
学
的
検
査

邸

J技

血血

色

邸

1:§ 

333 （叫2)

定定

I~ 
Jill 
j虫

型像

・
11 
1
1
h
a
 

J
n
A
1
 

一心一糸

;pj( 

別~：ミ

げ
M
H川
d
l
、

川
礼
札

V

i
 
－一一一口

体

ドヲ

よ[l.
L
b
h
 

d
I
 

皮査有一定〉ヨご
λ、，a
.y iゐ5JU 

4 

j皮

J高

血

血

血

液

（に

尿

40 りJ
］

内

δ
噌

g
lム46 3つつJJ  

366' 
70 
I (121) 

5 
(442) 
46 

）内は陽性を示すυ

胃液，十二指腸波

誌

波｛活脊



なお降下じんの放射能についても調査を続行してい

る；ド＼従来の各月の個々の成績はあまり問題ないよう

でゐるカえさかのぼって逐年の累積値についてあらた

めて検討を）Jllえる必要を感じている。

興行場については，一斉検査は余力がなくて出来な

かったが，従来検討中であった，体育館の空気状態につ

いて若干の資料を得た3

依頼試験は近｜！日首会社，官庁等において空気衛生の

疋要性が認識されラ執務環境の空気試験の依頼が漸増

している a その他工場荷害ガス試験や，各種器具の衛

生試験や効力試験を行った3 その中とくに注目された

のは某社の化粧用消毒石鹸（ヘキサクロフエン添加）

の効力試験でラノ！く石！被は即待問具附者のブドウM（閣に

対し即効的であったコ

'l 
｜｜ 

lO 

ハ
ロ

Q 、4

ワ

F 

斗

勺

' 

II 

l／~~1 
Ii I 
I I ¥ 

＼！／ !¥ I j ¥ i I I 
＼ ¥ 1 / 

i 2 3 4 5 6 ワ 8 9 I 0 I 1 IZ号

生活衛生部 翠境課

また事務所，劇場建築等の空気，換気状態について

従来の調査結果をとりまとめて，機械換気の有効換気

平は場合：こより非常にまちまちで，給気量の平均50～

;60%とみられることについて一般の注意をかん起し，

有効換気率を考える ζとを提唱した。

2栄養課

都民の依頼による食品の成分分析，栄養価の測定，

栄養調盟の指導などを行っている。

31年には一般都民からの依頼試験 201件について，i会

査を行うとともに強化食品に対する検査を行った。ま

た都民の栄養実態をは握するために毎年栄養調査を実

施しているが，本｛j::は古13立多摩職業補導所において年

11u,j 4 IITIにわたってその栄養状態を調査したョ

その他身体問害者、吉ろう等の学童の調査も進めて

,1, ＼る 3

調査研究としては病人食：こ対する献立作成に関する

( 15 ) 

ちのがあるコ乙とに腎臓病は食塩が禁忌されている

が， 1~Wiff料理は｝！ff味乾燥で7こえられないコ現在食塩の

代用品として KCl,Ca Ch, (NH4) 2S04を用いてい

るa しかし天然食品その志の？と食塩守合まない志のは

ないコ

；，；..，て
い今一

生活衛部部 栄養諜

そこで腎炎の！長本的解決を図るためには天然食品中

のNaCl量を知ること；日必要で‘ある 3 そこで我国で最

右豊富な水古物会 j毎！？と魚，淡水魚の主なもの30余種に

ついて食塩合有量を測定したJ

その他牛乳取扱l昨における酸度ラ乳陪，蛋白質の関

係，ぬかみその Ca強化について卵伎の利用ラ鶏卵の

鮮度測ft，都立保育園の地域差による園児の弁当，間

食の調査，などの調査研究を行った3

栄養指導は従来講習と云えば料理の演技に歪点を置

いたものであるが，たまたま渋谷区で生活改善の一環

として主婦の再認識を企画し生活14学々校と名ずけ敦
芸と実習に主力を置いて発足したので，その要望にこ

たえ，まず栄養の智識を授けその裏付けに実習を織り

こみ 1{j,I~＼工作成については弁当食叉は料理コンクールを

応募して受講生の栄養智識の効果判定を行い一つのJ日
記！として役立たせた。

3 水質課

上下水道，一般飲料水ヲ工業用水， j可水海水，温泉

鉱泉，水泳プーJレ水等の理化学的，細菌学的水質検査

を行っている 3

一般飲料水試験は年々増加の傾向にあり 31q：は

5,000件を突破した。

また近年工業の急速な発達にとちなって，工場廃水

によって河川が汚染され，従って東京湾内の海水の汚

れが問題となり， f~l貝類のいらじるしい減産をまねい

ている 3 都民のリクリエーシヨンの海水浴場も科学的

に見ると使用にたえない現状であり、公衆衛生上ゆる

がせにできない現状にあるので，新｜乱ラジオ等によ

ってしばしば警告を発して都民の注意をかん起し？こ。
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これらの事情から年々水泳プーJレの利用が盛んにな

り雪その増設が急がれている。そこで本課ではプーJレ

の維持管理と水の泊者に重点をおくと同時に水質試験

を6～8月の季節、JIこ行t＞この指導に当っている。この

他衛生札保健Wrと協力して学校プールの管理者及び

営業用プールの責任者に対する講習会を行い守ブーノレ

の連日1二支障がないよう努力している。
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11 2 J 4 s 6 ケ 8 9 10 11 12月

生活衛生部 水質課

近年都民の急激な増］Jiltこより公衆浴場，とくにその

薬湯の汚れが甚だしいとの声があるのでその検査を行

い対策を検討中である。

また清掃局の依頼により簡易水そう使用？の放流水の

試験を実臨しているが‘大部分の使用者が維持管理lこ

無とん着であるか， E担解していないように思える。従

って清掃法の規準に適合するものは極めて少し不適

i各となったちのが 90%にも及んでいる。

つぎに温泉の検査についてみるとヲ；j＼分析23，中分

析10を行ったコ江東地区は平均600～800メート jレほり

下げているため温度が30度内外を示し，天然ガスを伴

っているのが大部分で泉質は臭素，沃素を含む食塩泉

が多く，城市地区はこれにくらべて深度が浅く平均

200～300メートルで、温度も低く，ガスはともなってい

ない。泉買はヨ1~tlf泉が多い。 111手方市｛は炭酸鉄泉と珪

酸を含む単純泉がでている。

なお年とともに工業の発達による工場廃水の試験も

重要問題となって来たので早急にこの対策を講じる必

要があ弘明年中に着手できるよう準備中である。

日l 食品獣医部

1 食品課

( 18 ) 

乳肉魚介をのぞく一般飲食物についての収法試験ヶ

食中毒の理化学的，細菌学的検査ならびに依頼試験を

行っている。

31年には清涼飲料水（5～6月）180件雪人造氷（6 

～8月） 200件について一斉検査を行い，それぞれ20

件， 60件の不適を検出した。歳未には都公衆衛生育日常

各保健所と協力して現場一斉検査を実施し 7,766件を

消化して59件の不適を検出した。

食中毒は 136件について行ったが， うぐいす豆によ

る中毒が多発しヲそのつどブドー球菌を検出した。こ

の他機械油iJ）食用油lこ混入していたものき権詰による

中毒などが主なもので、あった。また都公衆衛生部から

の依頼として雪 MF日］森永ドライミ Jレク食中毒発生以

前に製造されたものについて枇素の含有の有無を試験

したが 149件中4件の不JJ;ii＇を検出した。

食品獣医部 取扱件数（最近3年間）

依頼試験は総件数 1ラ216件と30年より飛躍的に増加

した。主なものは森永乳業から粉乳の枇素検査を依頼

されたものが 132件，経済局から量目検査に附随して

焼酎の衛生試験を依頼されたもの 172件があった。な

お森永乳業の枇素中毒事件以来，大商店等で取扱う商

品について一々公立機関の証明書を要求するようにな

ったのが注目された。

調査研究としては食品中の枇素定霊法の検討。人
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造氷製造方法の改善っ大腸菌中 Imvictest によって

Escherichia group に属した菌株中における病原性

大il15官］Kauffmannの0-26, 0-55, 0-111 ｛こ局

する菌株の分布調査がある。

食品獣医部 食品課

2 製品課

活性サッカリンラズルチンの製剤及び合成者色；j2［.製

剤ち合成Ii副長荊の製品検査ー添加物の成分担lむ10：査，

器具容器包装料の規格基準｛：，）~宣伝どを行っている。

食品獣医部 製品課

31.q：には 5τ222件のr=¥Cl誌について検査を行つにが不

適品はわず；川こ13件であつに 0 5月にtrrらしく添加物

が泊）JI!指定されたのでラこれらの成分担.i::x110~五や分離

しに J

器具及び符器包装料を合成樹脂製品と陶磁器製品に

大別して見るとラ前者（こ属するユリア樹nm：フエノー
ル；＼~'JHl主メラミン樹脂等の製品守 J＆ったがラホ）！ノムア

ルデ、ヒドラフエノ（／レを 1~r~1日するちのはなく弓まに使

用色素を市出するものもなかっjこコ最近はピニー,IL製

品よりちポリエチレン製品の万が容器包装に利用され

急激に増加している 3 誌）g§！の結果はしγずれも良好であ

ったコスチローノレ製品は熱に弱し1欠点はみるが，光学

的関係や成型容易などで容器として次第に増加の傾向

にあるコまれにスチロー）L＇特Mの臭気；号発散するさの

がゐるので成型後lこ熱処盟三、行うことが望ましいコ

これらの合成t'H脂製品がし吋よれも良好な結果であつ

にのに反して陶磁器製品は500件検査しに中で161件の

不JJ?tl品があり，いずれち鉛を検出した。これら不適品

の多くは中華民誌の皿，封入スプーンlこ見受けられ衛

生 i二の問J聞とな己主の力、あ乙コまたこれ：：；：／却磁器の製

造業者ーはいずれむ地方他府l引こ）与在する関係じ，fi'1l'I

の向上：こは幾多の?J1rnかしい点がある。

この他包装用として紙． 続木lこ判点、 合成樹脂接~~

剤‘回型パラフインまたは合成山JJ日などを塗布しにも

のが多いコ一般に合成樹脂系のものはi汚水性があり溶

j品物ち少し衛生上有害のおそれはないが， J市i型パラフ

イン ::r:主体として塗市しに古のはhi~溶性であるから使

用1ffiで一考守主主するつまた水if!'•！生物質 ＼，＿： f；.：日こ j向井す

る］JJI工紙などは食品の包装！日として不迫力と汚え；）) 

3 1獣医衛生諜

'ff犬病ち＇ I二手L々三M1fi'1,rt！弓魚介ならびにその.Iml：品
の倹査を行っていら J

31年には疑似在犬病として 141¥IJi（犬13G,JJ1ii5）の

；刻字；こ討して病理組織学［均．補体結合反応．引物試験

など厳密なi負査の結果狂犬1{i｝と断定すア＇ ~＇のなくう開

示1:123{J三の流行以来品；jC)年公） lこ1ffG発＇！：.の＇.1モ迎えにわ

けである》

( 20 ) 

円
亡ミ

食品獣医部 獣区衛生課

牛乳，乳製品についてはiiとと3雪201件τ依頼1,298件

について行つに J 市乳，アイスクリーム‘乳酸飲料，

バタ~ :§iがその主なちのでわった。 30｛／：にくらべて収

去i古体が者与し＜ L日.iJllレており．依頼試！民L上昇の－

j主をたどってt、；iJ と〈（こj三｛［＇.ソフトクリ…ムの許及



課ロロロ食食品獣医部
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食品獣陸部

j会 手子 件 数

l'li 千 てγ fl] 試験 狂 犬 病 lュtム会f E百

ヰ~、＼. 、 ！大／～予叶l ! 王昨立与 病理組織検査 補反 動

物

§J:~ 

験
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JこともなってこのJ央体が多く 4～9月の／M1］は依頼検査

の大部分を占めたことが目立っている Q なお，新らし

い万法として Bactstrip による大腸菌群の検出試験

をfjl，＇従来の方法と比較したが，簡易迅速法として佃 i
(nf［ゐうことぞ認めた。

食肉， j)ii、介ならびにその加工品の検査は， J/X去， ・fd!て

頓のほか中市検体も含まれ，生肉， ハムラ ソーセ

ジヲねり！出品などが主なものである。受理件数は収去

2ヲ 887（＇：！：，依頼令 315件， i村吉23件でヲ！［文去ヲ中毒l~知一本

は昨年とほぼ同数であるが，食肉加工品の依頼；））J:i;f/:IJll

したJ ここ数一年来都f)~lこ詐t'fj\肉の問題が散発じている

ので，本年；ま各店内瞳＊1Wi5J1Jm沈降素血清の製法ち行

いヲほほ完成した。

31年i=／~11こ行った調査研究の主なものは次のとおりで

あるヨ

大 野犬にお

げる「トキソプラズマJ抗体の分布調査及び「レプト

スピラiの分離試！民（絞1JI=！こ！）。 B.G.L.B fデソ

キシコレート寒天J及び Bactstripによ

のf~：げさ上七i/攻B.r~！ML '1＇~~；ヲ二オゾン！照射によるソフトア

イスクリーム殺［韮｜効果試験Q 沈降反応による！な極先日glj

試験コ 乳，肉，魚介ならびにその力II工品からのJJ持

球菌の検出ならびに分離菌の毒性試験（続行中）っ

v 
1 医薬品第一課

来：if法：こ古とずいて来事監視員；が収去しに医薬品，

1li5薬務i';:/5の補給係が部の南生機関に配付する薬品悲し

~JiL~tii51:1とからの依頼などについて試験を行っている J

！／；（去・ifi1,;jA,623件について行った。 4.5.6.7の4カ月

にわにつて市販D.D.T・ラ B.H.C殺虫剤について品

取締りか過去2年間続いているた

めかni111：来店良好であった。 8.9. 10の3カ月間に市販の

エフェドリン主斉Jjの注射薬について一斉検査を行った

が，宗主Rは昨年に比較して良好で、あつ；二 10月に多居
多段のビタミン却について品質を検討したが，約30%

のさ
、子ァ
i」。

／ 
＼ むのであっ

とくにつjs::｛利上tRill1及びf*Inあvっせん業取締法公市：こ

先だって薬務部に協力してこれら業態｛こ対して今 arr記
と平行して採血場，処理場など 1,190カ所に

ついての落下細菌試験をしその結果守検討してff)>l/iの
成果ぞおさめたっ

らの有！？給業務による薬品の試験は388件でヲ

オジドはD D.T. 粉末剤，；JCF、/:i；；ιB.H. Ch!！剤τ D 
D.T., B.H.C i日台i1!1斉lj：こ！恨られている。

( 24) 

ア1

化挙試験部 取扱件数（最近3年間）

一般からの｛衣布i試！弱：：主年WdIヲ034{!f：でゐつ？、；

品の封｝紗；はill町i問のi頃向：こゐJ与が’ 311,戸口、30年の｛討に増

加している。

定最試験は 119(Cf：でヲ 30.q：：こi:JI三

として用いられる薬品中の批京，主全j誌の定i立｛衣料か

多く，その他各種ビタミン剤中のビタミン訟の定主主

殺虫剤IやのγB.H.C, D.D.Tの'.ti:：；丞等が主どもの

で、あった。封。誠の内訳はクレゾーjレお15；訂！タ及びゲリセ

ワンの二種で，前者ば14勺975本，後者は 3,450卒：につ

いて抜取試験のと封誠しその品質を保証した。

調査研究事項としてはビタミン定量法の仁｜二I, '.y:{'J<'/,i1'i 

食パン及び市！仮エンリッチパン中の詰化され仁ビタミ

ンB1B2の定量試験を行1へ学校給食用ノfンのピタミ

化学試験部 医薬晶第一課



ン合量が一般市販品のそれに比しーはなはだしく劣る

ことを発見したがヲこれは学主栄芸上に和史：な問題と

考えられる。

2 医薬品第二課

生誌とその原料ならびに製薬原料の試験について都

民の依頼，部莱務部からのl[X.去品試験を突砲してい

〆＇~） 0 

一般依＇~買試験の主なものはマクリ及びその主成分カ

イニン醍の花HhiiU~売を始めー主品原料叉：土食品添加物

1：／二！の政宗， m金日の試験依頼が多かつに。 l/i{j！）入m茶は
例午過りであったがラ最近！？二1j；~£r:f：のもの 2 ラ 3 f)iljの依

頼を受けたがflJ官ウセイロン1;(iのものにくらべてカフ

ェインの品位は民めて低L、ょうである。

「
J

J
E
）
 

400 

200 

200 

nuν 
円

U

化学試験部 医薬品第二課

l［叉去試験は， 80~1，日の多数生薬が収載された「悶ヲ

薬， TUが昨年公布されているのでゥ生薬の一斉収去

はきわめて活発に行われた。 2.6.8.12月の41耳にわた

り16種ー 251件について試験を行った。検体の形態は

生7極ヲ刻3荘l，末15穂で従来の試験iこ徴し粉末生薬

に主力守置いた。合j：任平は81.8%であるが，粉末類の

偽和物は僅かであっても許さない：｝のとすれば合格率

は古らに低ドしたで－あろう。

薬務部の補給業務関係の試験は雪天候関係か例年に

くらべて少く， 30f古m除虫菊乳剤が1回送付されただ
けであっ？こ。

付属薬用植物園は！由｜場の一部を土壌改良し，宿根草

を根分移植して増殖をばかりー標本植物の整備拡充に

つとめて，日常の誠験検査の参考資料とした。薬用樹

木団は；｛）＼＇j陰地拍物団を兼ねて｛；？に拡張し樹木を移植し

仁。試験ltlll場では薬用人参，サフラン等数種の収穫誌

！換を行いつつ，ベラドンナを；｛支出して毎月生育状況，

収穫量，アjレカロイド含量を測定して各種生産条件に

よる生薬の増産，とくに有効成分の増加を計りつつあ

。。

3 医薬品第三課

化粧品τ 用具，衛生材料．玩具＇ Jn；、柴宮！及びそれら
の原料の試験検査を行っている。

化粧品の依頼誌！演は一般化粧品のほかにコールドパ

ーマ液の依頼が目立った3 これはここ 2～ 3年来コー

ルドパーマによる被害（脱毛す皮届

fil宇人の注！ヨす叩る所となりまfこそれにと Lなつて－ コ

ルドパーマmzのi;EJ家規格設定が行われる等の事実を反
H央して雪メーカーその他からの｛衣頼がb曽iJ!Iしにことlこ

よるものである。

化学試験部 医薬品第三課

行政試験はめぼしい一斉検査が行われなかったた

めラ多数の検体を処理することはなかった。むしろ本

年は2～3年来行vった検査成績の反応が現われたと考

えてよいであろう。

その意味で、法定化粧品用色素の79品目に拡張制定が

行われ，まに悶立衛生試験所，当研究所，化粧品工業

会と三者協同しての化粧品原料規格設定があり雪化粧

品の法定または協定試験法作成の要望に応じて昨年来

設けられた日本薬学会の香粧品試験法作成作業lこ，本

年は化粧用クリーム試験法が採り上げられラ当課も参

加してその完成を見た。

衛生材料はこの両年来スフ入り脱脂綿が出現した

りき量日不足の品が発見されたりなどしてその品質は

各万而から注目された。 ζれらの事情を反映して5月

以降毎月主なメ｛カーから脱脂綿やガーゼの試験依頼，

がとくに目立った。

用具及び麻薬lこ関する業務はとくに l~I 新らしいもの

はなかったが，通産省の J.I. s.作成に協力して各
種の用具類の国家規格作成に参加した。麻薬類につい

ては各万面から近頃新しい合成麻薬の試験法が要望さ

れているため，新合成麻薬メチルモJレヒナンの研究を

進めていたがその誠験法がまとまりヲ 4月日本来学会

lこ発表した。

( 25 ) 
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業務成績年報（昭和31年1月～12月） 化学説験部医薬品第三課

取扱件数 試 験検査件数

｛衣送調感 理学的試験 化学的試 紺i

計学熱微色性げ量長下 作 色色出出覚 点量 殊 計
｛重 数 覚光加顕変 靭曲重イ申抗抗破硬吸熱操軟日： 遠 呈染抽溜臭 詩験重体 副！定批色 P 特 菌

別＼ I 誠 誠誠霊訪試試試鼠試張砕水膨温化変 反試試誠試 鉛誠試 成 試

頼｜付査｜ 験験験験験験験験験験力力度量脹度点 応験験験験 験験素素日分 験

麻薬 工

化顔面用品 3480 9331 112. 1 

粧頭髪用品 231 6 

品原料その他 44 

用｜歯科材料 44 441 1 1 よ L,1 ー i 出 j と~i 266 

！陽線縫合糸 264 5 2691 5 - 533 2, 805 

具｜コンドーム 36 110 1山 6 242i 192 

医薬品容器 4 14 1811 81「d 10 一 日 部 6 ー岨I-1 i 1面

繊維衛生材料回一山一｜｜内2 196 -1，山 1, 750 1, I 1, 4戸 1 1, 6401 -1 郡 日

読 具！開制叫州制 -I Iー｜斗←I l I _J -I -I _/ - 10i _I 吋判出ui I I , ・t 叫 lー｜ ー 11剖

注射針 I_i 12J 241 ぉii361 1d 721 361司 i」」ー［ i叫 121 I 1 1 -1 -1 -I -1 -r 1 i 

その他｜泊 I ~0~ I -I ｜イ I I -I 1221 I 421 1村吋4 I 1-1吋 Il-1 
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田章調査研究事項

I チフス菌の変異に関する

研究

4。 Ty2変呉i朱（予のW＇菌）の？？スに

jg'ける病任性より見たw-v変異に
ついて。 細菌部微生物諒

私はV型チフス菌 Ty2 の変異株W＇の示すw~·v変

異について報告を続げて来た。今回はマウスにおける

；！丙原性の固から，叉動物血液に対する態度から W'I賓

の性格を検討した結果， W' j請はW型菌であって，か

っV型菌を生ずるという今日迄の私の実験成績に一致

した所見が得られたちのと考えられるので，其の成績

を報告する。

工実験菌株

Vo・・・…チフス菌 Ty2の原株であって．定型的V，型菌

である。

W……VoのW型変異株である。

W＇・－… ・Voから得た変異株であってき本菌はいわゆる

vw型の集落を形成するが．これを平j授に培養

すれば常にW＇集溶と V1集落を生ずる。 W＇集落

中にはいわゆる Vo爽膜菌と無英政菌とが混在

し，叉培養時間が進めば明暗の菊花状を呈して

来る。

Ve…・W＇から常に生ずる変異株であって，その生物

学的，免疫学的諮性状は Voと同様むある。

立 実験方法及び実験成鯖

(1) W1閣のマウスに於ける毒力

前記株の寒天王1z.板培養において！司穫の集落を集め

て， 4mg/ccの生理食塩水浮tffl液を作製し，これより

5%ムテン波を用いて10進法稀釈を行い，各稀釈液を

体重約10gのマウス各5匹の腹腔内にそれぞれ0.25cc

宛接種した。

W＇；う〉ら生じ 7こV1菌の毒力はVoと同様であるが， W'

菌の五~；力は， V。よりは低く， Wよりは高く， W＇菌液

中の V1r~iの比率と Ill告々同じに VoをWIこ混合した場合

の成績に匹敵する。

W'f'芸i液中には W＇闘が 8.5%にτV1r宮が 91.5%に含

まれていたが， ζの菌液の銭種を受けて死亡したマウ

スの心血中には，ほとんどV1菌のみが証明され， W'

菌は其の証明が困難であるか，あるいい僅かに混在し

て認められる。 Vo とWの混合菌液接種死亡マウスの

心血中には同様に主としてVo菌を認める。 Vo.V1, W 

をそれぞれに接種された死亡マウス心血中にはそれぞ

れ同一型の菌のみを認める。

(Z) W'T3E/夜J表部；マウス体内におけるW＇菌と V1閣の

比率の消長

生理食塩水浮ru'fi夜としたいY集落菌 10lmgを，マウ

ス腹！庄内に接積い I時！習を追って夫々任意の5匹をエ

ーテル麻酔しき J心血．腹腔液，日早， H干)j易問膜淋巴腺を
それぞれ平板に分離培養して，各臓器中のW'l請とV1

薗の比率の消長を見7こ。

接種後5分において心血，その他の組織中には既に

多数のW'iま1並びに少数のV1閣が証明されるが，その

比率は接種液中のそれに一致している。然るに21時間

以上前過すれば今 W＇菌と V1菌の比が近接もしくは逆

となり， V；閣が増殖して来て61時間以後においては

心j弘腹腔液等にはほとんど＂ V1閣のみとなる。然し

ながら，個体によって臓器別の菌の比率は種々であ

る。このことはマウスのその後の運命に関係する事が

認像される。 2411寺間後なお生存するものは一般に閣の

減少する傾向を示しき 特にV1l*Tの比が減少している

傾向がう；トがえる。

( 28) 

(3) Wg~1l及びV型混合菌液接種マウス体内における

接種菌の比率の消長

W'if？夜i二！こlのV1閣の比率とほぼ同じにVoをWlこ混入

して（Z）と同型式の実験を行えば，成績は（2）と同様であ

って，接種後uヨち｛こW型産IもV型菌も共lこ血行その他
の組織内lこ侵入するが，マウスの生死を支配するもの

はV型菌の増殖である。

(4) W'r請の家兎血液培養におけるW＇閣と V1菌との

比率の消長

動物体の血液組織に最も近いものとして雪家兎の新

鮮m~繊維血液lOcc （こぢ W＇集落菌の10-2mgを移植して

37° cに培養し‘ 直後から時間を追って平板に分離培
養し今 W＇菌と V1菌の比率の消田を見7こ。

培養直後lこはラ W＇菌は 92.5%, V1菌は7.5するであっ

たが， 2時間後には既に両者の比が近接し， 4 r時間後

には逆転しき以後はほとんどV1閣のみが証明される

様になる。 56DC30分加熱した血液内に培養（37°C) 

した場合．或いは新鮮血液でも，氷室内に培養したの

では，対照の食塩水，ブイオン培養の場合と同様に，

乙のような現象は見られず， W＇菌と V1菌の比率は接

種当初Jのままで経過する。



(5) W型及びV型混合菌液の家兎血液培養における

接種菌の比率の消長

W＇集落菌液内の菌の比率とほぼ同じに VoをWtこ混

合した菌液をもって（4）と同型式の実験を行えば，その

成績は（4－）と同様であって， V型菌の撰択所見が見られ

るQ

(G) W＇菌の各種動物血液培養における W＇菌と V1菌

の比率のj肖長

マウスちラツテラモルモツト．馬等の血液において

も動物の種類による，或いはまた個体による差異はあ

るがー傾向としては家兎血液における実験所見に一致

している 3

1lI 記事 括

W＇菌の集落の中には変異に基く少数の V型産rrvrの
認められる事は既報の通りである。本集落の菌液をマ

ウス腹腔に接種すれば， W＇菌もまた．その変異1~！N1

も共に血行その他の体内臓器に侵入するが， V1の増

殖が優勢となりラその結果マウスのへい死することが

知られた 3

これに工ってW＇集落菌のマウスにおける毒力が W

型より高t＇成績を示したのは，この V1菌の増殖に主

として起因するものと考えられる。この所見は W＇菌

液中V1の比率にの型と型を混合してマウスは接種し

た場合の日！？見lこ一致していた。

マウス体内におけるこの様な撰J尺現象は諸種の動物

血液に鴎養する事によって試験管内でも認められた。

ζれによっても W＇菌それ自身は，前報における免疫

学的その他の成績に一致して， W型の性質を示し，

W＇閣の変異株 V1はV型の性質を示す事を知った。す

なわち動物実験及び血液培養実験においても W＇菌は

W型であって且つV型変異を行う事実を認めた。

（昭和30年11月第10四日本細菌学会関東支部総会にお

ける講演要旨）

高山康郎

目 腸内病原菌検索にかける

Mac Conkey 寒天の使

用について

細菌部微生物課

本論文の要旨は日本伝染病学会雑誌31巻， 2号，

98頁に発表した。

）毘内病原菌の検索にはSS寒天と．他の非選:J=R培地

を併用するのが常識となっている。

Mac Conkey寒天（1）は第二次世界大戦後わが国に

紹介され，福見，小張，斎藤守香川i等（2）によって利用

価値のあることが報告され雪粉末培地として市販品も

出まわるようになったが， SS寒天の飛躍的な進出に

較ぺると，まだ余り利用されていないようである。腸

内細菌検索の日常業務において，非選J尺培地としてど

れをえらぶべきかは重要な問題である。

この意味で，まず現在最も用いられている SS寒天

-BTB乳糖力［｜寒天併用法をとり上げこれと SS寒天

-Mac Conkey寒天併用法とを比較検討してみること

( 29) 

にした。本報告はこの一連の実験の一部を報告するも

のである。

実験方法

培地は国産の SS寒天ー MacConkey寒天及び自

製のBTB乳糖力［！寒天を使用した。 SS寒天並びに Mac

Conkey寒天はBactoSS Agar, Bacto Mac Conkey 

Agarと同等以上の性能を有するものであることを予

め確かめたもので，叉 MacConkey寒天はその出来

上り llにつき0.2%B.T.B.溶液 10～20ccを加えて平

板としたものを使用した。つまり本実験に用いたのは

Mac Conkey寒天の一変法培地（BTB加MacConkey 

寒天と仮によんでおりである。以下本論文で Mac

Conkey寒天というのは此の変法培地の事である。以

上の三培地を用いて含一般健康者 9,291名，赤痢関係

者（赤痢忠者家族叉は同居者） 1ラ486名計10,777名の

糞便を常法に従って；培養した。

実験成績

10, 777，件中赤痢菌陽性 125,Salmonella陽性3計

128で，検出された赤痢薗はSh.丑exnerilaがl,Sh.

丑exnerilbカ三 5,Sh. flexneri 2aカよ47,Sh.自exneri

2bカ）38,Sh. flexneri 3aカ三7,Sh.丑exneri3bカよ 2,

Sh. fl.exneri 4dカ） 2, Sh. fl.exneri 4eカ） 1, Sh. 

自exnerivar. X が 2, Sh. sonnei 20の割合で，

Salmonellaはs.typhiが2,S. paratyphi Aが1であ
った。陽性を培養基別に分析して見ると表2の通りで

ある。 ζれによればSS寒天で、検出されたもの122で，

圧倒的に多く，次いで MacConkey寒天による24,

BTB乳糖加寒天で検出されたもの7で，そのうちMac

Conkey寒天のみで検出されたものは5.BTB乳糖加

寒天のみで検出されたものは1であった。



落色調の対比が，原法 MacConkeyのそれに比して

はっきりしておりラ叉出来ヒった培地の色調が変法培

地では淡紫色を呈し， SS寒天と明らかに区別がつき

原培地と SS寒天のようにまぎらわしい点がないので

大量の件数奇扱う場合に好都合である。

考 察

現在わが国で、は，一般に，腸内病原菌保問者検索

は，特別な場合を除いて，直t~主培養のみをfil>i詩菌晶；当

養まで

l乙制限されていることヲ！｜易管系伝染病はその発生数か

ら赤痢が最ち大きな対象となっているためであるコ従

ってこのような状態では Salmonella保昔、i者は見落

される場合が多いので、はないかと思われる。東京都に

おけるわれわれの経験からすれば， SS寒天とBTB乳

糖力fl寒天併用で検査を実施した場合， Salmonella保

菌者検出率は増菌培養を行うと005%であるが，これ

を直接培養のみで行うと 0.002% (1956年）程度にす

ぎない。叉われわれは日常 SS寒天に発育しない

Salmonellaをしばしば経験している。 JJ号内病原菌の

検索には SS寒天の他lこ非選れ培地を併用することは

今日では日常業務の常識となっている。われわれが

1956年全国の主要検査機関について調査したところに

よると，大部分は SS寒天とBTB乳糖加寒天の併用法

を用いており，それに次ぐものは SS寒天と遠藤寒天

の併用法で，その他きわめて限られたところで SS京

天と MacConkey寒天併用法が使われていることが

わかった。叉 SS寒天のみを使用しているところもき

わめて少数ではあるがあることがわかった。そこで併

用する場合は何れの方、法がよいかを検討するために最

も広く用いられている BTB乳糖力II寒天と比較的新し

い培地である MacConkey寒天をとり上げて見7こ3

実験の結果は BTB乳糖加寒天で検出されるものは

きわめてまれであり， Mac Conkey寒天はその約3

～4倍の検出能力を発揮しうることもわかった。単lζ

腸内病原菌の検出率のみからみれば SS寒天は断然優

れたガを発揮し， MacConkey寒天や BTB乳賠力11

寒天はきわめて低い検出能力しか発揮しない。ところ

がSS寒天では 1例の Salmonellat i~出出来なかっ
たにかかわらず，MacConkey寒天では3f§tlのSalmon

ell aが検出された事は注目されなければならない3

腸F3病原菌の保菌者検索が直接培養のみによって行
われることの多い現在では MacConkey寒天の併用

によって或る程度 SS寒天の欠陥を補い Salmonella

の検出に役立つものと考える。
士士 圭ムー 句－m口問

健康保菌者検索によって SS寒天BTB乳附）JI!寒

培地別検出数

I吾 え3三E宮" 二塁 I 検出件数

s S寒天 102 

Mac Conkey寒天 5 

BTB乳1庶 1 

~T~寒乳天糖句 Mac Conkey寒天 6 Jm寒天
s S寒天とMacConkey寒天 13 

s S寒天とBTB乳糖加寒天 1 

Mac Conkey寒天とBTB乳1甲山Ii寒天 。
128 

表

培地別発生集落数表2
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// 

// 

J会

(T) 

( 30) 

s S寒天のみで
抜群．で、ある。この成績から BTB乳糖加寒天によって

検出されるものは極めて稀であることがわかる。大部

分の菌は SS寒天によって検出されているが，これに

よって検出きれなかったものが6例あり， 1~I]はBTB

乳糖力~I寒天により，仙の 5 {:91］はおfacConkey寒天に

よって検出された。この5例のうちの3例は Salmon-

ell aで、あった。すなわち Salmonellaはすべて Mac

Conkey寒天のみによって検出されたので、ある。前記

陽性者のうち10例について培地別の発生集落数をみる

と表2のとおりである。本表でわかるように SS寒天で

は集落数も一般に多い。しかしSalmonellaの場合は

別で、MacConkey寒天で24,34, 3001乙上る集落が見

られたにかかわらずSS寒天， BTB乳拡If加寒天では集

落を認めることは出来なかったコ

なお本実験で使用した BTB)JflMac Conkey寒天

上では大腸菌類のような乳糖分解菌は赤褐色の集落

を， Salmonella shigellaは淡緑色の比較的小さい

集落を形成し， Salmonella shigellaと他菌との集



天併用法と， SS寒天MacConkey寒天併用法を比

較した結果， SS寒天MacConkey寒天併用法が優

れた万法で、あることがわかった。

{2) Mac Conkey寒天にPH指示薬B.T.B.を添加す

ることにより大量検査の際都合のよい培地が出来る

ことを述べた3

辺野喜正夫，秦 賢寿

門野義雄，薮内 清
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車 食塩水中にbけるチフス

）民bよび赤痢菌の生存期

間

細菌部微生物課

東京都衛生局業務報告書；，第18号， 6頁（1956年）

使用菌株：チフス菌“287”株，Sh.flexnerila, lb, 

2a, 2b, 3a (Ewing標準株） Sh. sonnei 1 （波枝株）

実験成績：①チフス菌は 1～6%の濃度では 100日

以上， 7%では73日， 8～15%では約1カ月，20～35%

では7～12日生存した3

② Sh. flexneri laは1～3%の濃度では 100日以

上， 4～5%では60日， 6～15%では約1カ月， 20～

30%では9～11日生在した3

j③ Sh. :flexneri 1 bは1～3%では100日以上， 4～

5%では60～73日， 6～20%では26～39日， 25～35%

では9～17日生在した。

d④ Sh. flexneri 2aは1～6%では 100日以上， 7 

～20%では12～18日， 25～35%では4～9El生荏し

7こ。

⑤ Sh.世exneri2bは1～3%の濃度では 100日以

上， 4～20%では12～13r1,2s～35%では6～71と！生

：序した。

③ Sh. :flexneri 3:iは1～ 3%の濃度では 100[1以

上， 4～5%ではGO～73El, 6～20%では15～31日，

25～35%では9～13i:J生存した 3

( 31 ) 

⑦ Sh. sonneiは1～4%の濃度では 100日以と，

5～10%の濃度むは 16～31日 15～35%の濃度では3

～9日生在した。

以上の諸成績から，チフス閣，赤痢菌はきわめて高

濃度の食塩水中でもかなり長期間生在することを知っ

た3 u少録）
秦 賢ヨ子，門野義雄

薮内 清

IV ゲノレトネル氏菌による食

物中毒の 1例

細菌部微生物課

東京都衛生局業務報告書，第四号， 7頁，（1956)

昭和31年6月161］から21日にかけてシチズン！時計田

無工場その仙の一般住民約47名の中毒患者の発生を見

た3 主症状は下痢，腹痛，発熱，頭痛，悪心， H区吐，

i在怠！器等で，潜伏miはおおむね9～27時間であった。

致命率は0であったが，かなり重症のものも見られ

？こ 3

調査の結果， Jilil者は某食堂の食品を摂取した者に限

られている点から，該食堂内氏原因があることがわか

つ？こ 3

細菌学的検査の結果，思者33名中21名の糞便から

S. enteritidisが検出された。叉間食堂の従業員と家

族11名のうち 3名（健康者）の糞便，及び同店で捕獲

した嵐1匹から同様に S.enteritidis が検出され

7こ。

従って，本中毒は同店の保菌者或いは鼠の排活物に

よって汚染された食物によってひき起されたものと思

われるョ （抄録）

辺野喜正夫，薮内 清

斎藤俊光，八木珍彦

高山喜也，法村敬一

v 府中市を中心として多発
した急性腎炎について

日 病原につい--c（抄録）

細菌部微生物課

狛紅熱（東京都衛生局編） 261，東京，1957,

日本伝染病学会雑誌30,3, 207, 1966. 

昭和30年11月部下府中市を中心として急性腎炎の

多発を見た事については前報疫学的観察において



報告された通りである。吾々はj品者並びに家族．

患者の発生した府中第三小学校5年生，対照、？！手と

して同地区で当日寺忠者の発生を見なかった府中第

六小学校及び、！日都内の小）｜｜小学校（神田）と大杉

小学校（江戸川）の同学年生計 229名についてu目

頭部粘液の培養を行うとともに忠者並びに家族の

一部と府中第三．第六小学校の一部学童について

は尿の理化学試験と出液の培養，膿痴疹の培養ラ

血液の培養等を実掘した。府中第三，第六小学校

については昭和30年11月9日（多発期）と本年1

月初日（終期）の前後2回に亘って検索を行った

が含主として細菌学的検査成績について述べる。

工 検査成績の概要

溶血性レンサ球菌（以下溶連菌と略記）の検出率

は患者80弘患者家族85.7%，府中市内の患者発生

校（府中第三小学校） 62.8%で同市内で患者発生

報告のなかった第六小学校47.1%，対照群の旧都

内の小川小学校（神田） 15.3%，及び大杉小学校

（江戸川） 20.8%で，患者及び家族並びに急性腎

炎多発地の府中市内小学校は発生のなかった旧都

内に比し高率であった。叉高率であった小学校も

流行終えん期lこは低率となった。 A群溶連菌の検

出率についても同様江成績であった。立川病院入

院患者15名中12名から溶連菌が分離されたがその

なかには非定型的なものがかなりみられた。府中

の2小学校の2回の検索でいずれか1聞のみに溶

連菌の検出された例数はかなり多くラ叉2回とも

に溶連菌の検出された者のなかで前後の裕連菌の

菌群の合致したものは約半数であった。尿培養で

は患者1名から咽頭と同群の溶連菌G群が分離さ

れた。患者の血液培養は陰性であった。叉患者の

1 名 lこ見られた膿~JJn疹から黄色ブドウ球J患が分離

されたが本菌についてはなお検討中で、ある。

：旺分離溶連菌の性状

1) 血液寒天上の性状

患者並びに家族ヲ府中学童から分離された溶連菌

の大部は典型的な B一治血を示したが， 残りの一

部と立川病院入院患児から分離されたものの多く

はやや具った様態を示し，集落大きく緑掲調をお

び，しかも溶血の強いもの，更にその中で集落軟

かく移動性のものと，移動の容易でないもの，叉

緑調をおび軟い感じで移動の容易のもの等が認め

られた。此等一昨の菌株は室温放置により緑調が

消えてB 溶血とほ別が認め難くなったりラ 叉継

代中時により初めから典型的な B－溶血lこ近い態

度を示す場合も認められ？こ。

( 32 ) 

2) 分離j容連菌の分類

分離j若干連菌の分類lこ際しては先ず小林の分類方

法によりその大綱を把握し？ついで Lance五eld

の万法により， NewYork State Health De-

partmentから分与された溶連菌の各群株で作っ

た群血清を用いて各々の菌群を決定した。府中J忠

者5名から32株，同家族7名から 2株ラ叉立川病

院入院患者15名から 2株のA群溶連菌が分離され

叉患者1名の咽頭及び尿からともにG群溶連菌が

分離された。その他家族からC群雪 G群のj容連菌

が検出されたが，残りの血液寒天上で非定型的な

溶血を示す一群の菌株についてはなお検討中であ

る。分離溶連菌のAW(:,c；，昨と判明した数株にて
家兎免疫血清を作り交叉沈降反応を行った結果は

標準の群血清を用いた出降反応の成績とよく合致

した。分離溶連菌A群の菌型については Lance時

五eld,Updyke, Krumwied，等によって示きれ

た方法を参考にして吸収試験を行ったが現在まで、

の成績では未だ決定し難い。

3) 分離溶連菌の生物学的性状

分離溶連菌株の生物学的性状についてみるとサ

ツカローゼ＼ラクトーゼヲ トレハロ｛ゼを分解す

るもの多く，叉A群菌株のみについてもその分解

形式はそれぞれ一定していなかった。その他非定

型的な溶血を示す一群の菌株中にはイヌリンを分

解するもの，エスクリンを分解するものがあった

が，此等一群の菌株については先に述べTこ諸点と

ともに検討中である。

J1I Antistreptolysin 0 （以下ASTOと略記〉

価について

急性腎炎に関係あると思われるj容連菌数株で免

疫した家兎についてその免疫前後の血清のASTO

価をRanz, Randallの万法で測ると 4頭の家兎

血清では若干上昇の傾向が見られたが同H寺lこ行っ

た立川病院入院忠者のASTO価は家兎及び梅吉：血

清反応陰性の対照血清に比し高かったが此等のj誌

についてもなお検討中で、ある。 （抄録）

新井養老， 辺野喜正夫

松井清治ラ＇ •·中村伸首長

門野義 h;ff；，高野善七

薮内 市，石村隆蔵



VI 昭和31年度臨床試験科の

研究業績について

細菌部臨床試験課

昭和31年度において，臨床試験科の行った業績は下

記のとおりである。此等の研究は昨年度からの続き

で，主として生体内カルシウム及びマグネシウムの代

謝並びに抗糖尿作用に関する薬剤の研究である。

メゾ酒石酸塩の生化学的，薬理学的研究

第1報 メゾ酒石酸カルシウムの抗糖尿作用に関す

る生化学的研究

第81＠］日本生化学会関東部会， （昭和31年3月10日

東京大医学部において） 1) 

私は糖尿病の薬剤であるコロイド賠（Saccharogen)

の有効成分ラメゾ酒石酸カJレシウムの分離に成功し，

10ml i::p 35mg・の割合に之を含む静脈注射液を作製し

た。のみならずその分離過程から帰納して，同ーのメ

ゾ沼石酸カルシウムを，マレイン酸lこ過マンガン酸力II

里を加え更に石灰を加えることにより別途lこ製造し，

同じく静脈注射薬となして家兎を用い実験し，両者共

lこ抗糖尿作用あること並びに肝臓疾患に対して著効あ

ることを認めた。すなわち Adrenalin,Alloxan等

血摘値を上昇させる薬剤を投与した家兎lこ，メゾif耳石

酸を注射すると一応血糖は上昇するが直ちにちとに復

する。之は糖尿病者に在在する Tryptophan代謝異

常の結果生ずる Xanthurenicacidが症状発現の主

役をなすと現在解釈されているが号 この Xanthur-

enic acidの2個のOH基がメゾ酒石酸カJレシウムに

より容易に抱合排除されることにより， 19平古：と抗陪尿

作用とが生ずる為で、はなかろうか。叉；~afrr平質の商から

もラ低Calこして高 M¥S血である糊尿者の細胞内外液

の法透圧が，メゾj四千＼i哀カルシウムlこより是正される

ことを見たが，之も間接的lζ好結果をもたらすものと

合せ考えられる。

柳沢文正

2. ペニシリンアレルギーと電解質（第i報）

ペニシリン及び異種蛋白質注入の血清電解質の変動

日本化学療法学会（昭和31年10月7日，新潟大学医

学部において） 2) 

健康家兎にペニシリンを注射すると血清・CaきCa2÷及

び Mgが低下し無機燐は増加する。特lこPen.を隔

週連続注射すると無機燐は著明記増加する。人間のペ

ニシリンアレルギーの場合ふ電解質の傾向は之と全

く同じであり症状もその程度に比例する。

文家兎の腹腔lこ馬血清を柱入し， 3週間後に再び注

入するn主ショック発生群で、は注入前に比しCa,Ca2十

Mgの低下に加えて無機燐が3週間日lこ著切に上昇し

ていたが非発生群では無機燐は動かない。外14手術11寺

のショックも． Mgが低下して無機燐が増加している

者に起る。すなわち無機燐の変動はショックの場合最

も著明である。故lこ之が予防には，血清 Ca2＋を上昇

させてMglこは影響の少いピタミンKを与えて血液の

惨透！王を高めることが実験上よいが，これは今後詳し

く検討しにい3

柳沢文正，大 i也 実

3. 力ルシウムおよびマグネシウム代謝（第18報）

血清 Ca,Mg,K, Naについて

第29四日本生化学総会（昭和31年10月31日福岡大学

医学部において） 3) 

私共は健康人及び各種疾忠における血清電解質の変

動について検索した。健康人98名を対照として雪レン

トゲン技師，急性虫：！m炎患者，肺結核j品者τ 高血圧，
癌，ペニシリンアレルギ一等を選んだがーその分析平

均値と人数は次表の女i:Iくである。

以仁の結果を総指すると，レントゲンH!'l日jのKは減

少していたが他の疾患で、は共通して血清Ca~ の減少勺

表1 各種疾忠の血清電解買分析結果

均 分 析 値 （mg/dl)
ノ＇，.）べ、 4斤 対 ~~ 人 数

Ca ca::i十 お＇lg K Na p 

健 日ミ 人 98 9.6 3.5 1 5 17 9 338 3 4 

Iレントゲン技師 112 9.9 3.5 1. 5 14.8 336 2 8 

急性虫垂炎 20 9 2 3.5 1 7 17 0 331 3 9 

肺 結 j安 10 9 08 3 2 1. 7 18 4 346 4 09 

l資！ 血 圧 7 9 3 3.5 1. 9 18 3 345 3 3 

8 9.0 3・1 1 9 19. 0 358 4 8 

ペニシリンアレJレギー 5 9 2 3.0 1. 3 319 ! 6 1 

( 33 ) 



術後の推移

手lfr 後 24 I時間後

Na 減 少 回 復

I乞 減 少 回 復

Ca 減 少 回 復
Ca2十 減 少 回 復
p 減 少 回 復

Mg i首 力日 F自 j成 少

11lfr 官官，表4

';;ui'.fi持質相互の関係は血清MgとCa2÷及びKとの問に

は逆相関が認められ， KとCa2÷ との間には相関関係が

見られた。

文正τ 大

文献

1fffl沢文正：生化学， 28,5, 279 (1956) 

iffll沢，大越：日本化学療法学会雑誌発表予定

清水伊久三：生化学，発表予定

大越 突：生化学ラ発表予定

実越沢担i

Mg・の増）JI!が認められラ特lこペニシリンアレjレギー者

の無機燐は著明に増加していた。

柳沢交正， 清水伊久三

4. 力ルシウムおよびマグネシウム代謝（第19報）

外科領域における衆清電解質の変動，

館29回日本生化学会総会（昭和31年10月31日

大学医学部において）

外科手術を実施した50例の忠者のftlg前，術後におけ

る血清電解買の変動について報告する。血清は術前

（麻酔前），術後， 24時間後に採血，速に分離して用

いた。去2は全例を術前雪術後lこ分けてt健康人平均値

と比較しラ表3は全例iを腰麻tl半（35例）と全麻群（15

ffeU）とに分けて比較したものであり，表4は全例を再

び術前と術後の二群lこわけで｜時間的の推移をみたもの

である。

福岡
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術前．術後の健康人との比較表2

術後
(241時間後も含む）
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VII 東京都のばい煙と屋外空
気に関する調査（第5報）

生活衛生部環境課

1955年11月15日～1956年2月15日間の調査成績であ

る。調査万法や試験月の記載要領は従来同様である。

1) 降下煤躍の量（斑／krrz2・月） その他：前報より

一般に暫増しており， 12月は11月と大差ないがー 1月．

2月は一般に階段的に増量している。 12月は最多は千

代田紙業64.57腫，平均18.77湛，最少モi:trl1.:J1:2.70踏，

地区別平均値ではばい煙地区26.84屈町中間地区13.96

睦．非ばl＇煙地区 7.18随，地理的lこは！日市内部 21.27

堪．旧市内以外の区部及び郡部都1'1110. 84鴎ぢ 1月は

最多は千代田紙業79.34砲，全平均21.46随守最少石神

井7.33臨，ばい煙地区28.48踊，中間地区17.85堪，非

ばい煙地／X8.9踊，旧市内部24.92躍．旧市内以外の／Z:

部及び郡部都市10.50随， 2月は最多千代田紙業107.13 

賠．全平均28.12臨，最少おネrf~井 7. 16聴．ばい煙地区

39.69堪，中間地区 21.37湛，非ばい煙地区11.86随，

旧市内部 34.95随， 旧市内以外の区部及び郡部都市

14.39睡である。成分では無機分（熱灼残誼）が有機

分（熱灼減量）の約3倍， 2月分ではさらに細かくし

らべたが，水に不溶分は可溶分の 3.7倍．ターJレ分以

外の炭素分が固形分総量の4.73%で比較的従来より多

く.CIやNHaは同じく 0.34、0.12%で比較的少く宅

SOsは1.5%で中等度である。放射能各地平均値cpm/

m2・月）は12,1, 2月それぞれ331,685,802で各地か

なり区々で，降下じん総量との関係は明瞭で、ない。前

年同期と比較すると，大体状況類似しているが，降下

じん（躍）総量と可溶分の熱灼減量では2月は前年が

多く．放射能ではカウント数は大差ないが雪各地の値

の差が前年は少かったが，本年はかなり差が著しい。

2) じんあい量（浮遊じん最） (mg/m3）：前報よ

り一般にやや増している。量ラ成分（有機分，無j幾分）

ともに試験日による差が著しい。滝野川．千代田，荒

川き趨UJJ等が多くー石神井，大森ー玉川．杉並等は少

い。平均では12月2.5, 1月2.0き2月3.0である。前

年同期と比較すると，平均では 1月以外は本JWの方が
多いがラその仙の状況はほぼ類似している。

3) じんあい数（個／cc) ：前報よりはかなり増し

平均では12月551, 1月680,2月351で”中央，麹田IJ,

城東今 j市野川，深川等は多く，玉川T 大久保闘青梅，

立川等は少い。前年同期と比べると平均数では3月以

外は本間が前年よりずっと多いが．その他の点はほぼ

( 35 ) 

類似している。

4) 炭酸ガス最（対） ：一般に前報と大差ないがヶ

前年同期よりはやや多い。 平均では 12月0.46, I月

0. 42, 2舟0.45で， 2月の向島は1.05でこれまでの最

高であった。ばい煙地l又以外でも比較的高い値を示す

ことがあるが，やはりばい煙地区が高い値を示すこと

が多い。

5) 細菌数（落下菌数） ：前報より一般に少数であ

るが，これは比較的風の弱l＇日が多かったためと思

う。平均12月 28. 1月38, 2月 49でき前年同期lこ比

すれば一般にやや少数である。

6) 紫外線エネルギー強度（分） : MCL紫外計で

計ったが．前報より弱く，年間最弱jtリである。平均12

月午前ヲ午後それぞれ1.579及び 0.922, 1月は1,154

及び0.933ラ2月1.318及び 1.041で＼大久保．麹町等

が大ラ中央，杉並ー滝野川，荒川等は小で、ある。

7) 天候：前報より天候の変化が少くなり，晴が増

した。すなわち本期は晴が大部分で，曇及び雨は12月9

2月は月間観測日数の約lfs～l/5以下， 1月は112～1んで、

昨年同期とくらべるとヲ 12月はやや晴が多くラ 1,2月

はやや晴天が少なかった。

8) 気温：前報より暫次低下してきたが，その他は

傾向的には従前とほぼ同様である。月間全平均気温は

午前，午後それぞれ12月は11.0°C及び 13.5°C, 1月

は8.5°C及び10.8°C, 2月は 5.8°C及び8.6°Cで，気

温の地区差は相当大である。今回気温の高い所は石神

井，赤坂，大島雪低い所は城東，青梅，渋谷、大久保

等で，前年同期もほぼ同様であったが，ただ石神井は

低い方に属していた。

最高一最低気温：前報より低下してきている。大体

において要望町，中央， 日本橋等が，大久保，青梅，杉

並等よりやや高く，荒川は毎月最低である。最高一最

低気温各地平均値は， 12月午前はそれぞ、fl14.1。C及

び4.5οC,12月午後は14.5°C及び8.3°C, 1月午前は

11. 4°C及び2.2°C同午後は11.8。C及び6.2°C, 2月午

前は8困2°C及び0.5°C，同午後は9.5°C及び4.2°Cであ

った。

9) 湿度：前報より一般に低下しているが， 1月を

底として2月は高くなっている。変動傾向はほぼ気温

と類似するが，午前午後の値は気温とは反対に午後が

午前よりやや低い。同日間H寺刻の各地の差はやはりか

なり大きい。各地の月間平均値は12月は午前午後それ

ぞれ64及び58%, 1月は58及び52%. 2月は60及び55

%でラ昨年同期よりやや高く，特に12月はそうなよう

である。

10) 風級：前報より一般に若干小さく午前．午後各



地平均（小数点下1位まで記す）それぞれ12月 1.5及

び1.7, 1月1.7及び1.8, 2月1.6及び1.7で前年同期

は各falとも約 2.2位であったのより若干小である。昨

年から引続き大島は強し城東は弱l•がラ本年は牛込

は強化し，石神井等は弱化している 3

11) 風向：前報よりも一層北寄りの風が多くなって

いる。一般に北寄りの風が多い季節であるがヲ地区lこ

より状況の差が多いことは従来通りである。区部も所

により若干ずつ異なるがう区部と郡部都市ラ大島等と

は風向がかなり異なる場合がしばしばある。 （前年同

期に比し12月， 1月は一般に北東風が少し石村井ラ

立}II, 芝等は今JU］は無風の日がかなり多かったっ）

斎藤 功，両角 清

小林正武

盟東京都のはい煙と屋外空

気に関する調査（第十阪）

生活衛生部環境課

19S6年2J=jl51:::1～5月15日間の調査成績である。調

査万法や試験月の記載要領等は従来同様である。

1) 降下煤壊の量（睦／krn2・月）その他： 3月を最

高として暫減しているヲ 3月は最多は千代田紙業85.43 

埴（古

より古むしろ新築工事や畑土也等の飛じん（盛）が主らし

いので一応除外）ラ平均26.44賠勺最少玉川（7.G6魁），

t也氏平均値ではl品、煙地区36.52越，中間地区20.39回

非ばい煙地区9.31魁， IEI市内部 30.30凪，！日市内以外

の区filS及び ~m部都市13ラ 71堪， 4 月は最多53,95晒（王

子）ヲ平均 23.96随，最少 7.12回（青梅），ばい煙地区

31. 22随ラ 1=1こ1問地区21.82泊，非ばl•煙地区 10. 23魁，

！日市内部 27.62随， 旧市内以外の｜玄部及び郡部都市

1-1. 88随， 5月は最多は49.02越（日本橋），平均23.24

踊，最少10.44国（青梅），ばい煙地区29.07賠今中間地

区21.70［.ι非ばい煙地区11.67魁ラ旧市内部26.29凪，
！日市内以外の｜文部及び郡部都市 15.69魁である。成分

では：~1€憐分が有機分の 2 ～ 3 f乱 5月分はさらに精密

に詰！ぺ7こが，水lこ不溶分は可溶分の平均2倍余でラ各

Nr間lこそう著しい差はないコ？こだ大島のみは例外で，

反対であった。以上の 2点は従来もほぼ同械で、あった

ので，必ずしさ偶然とのみは思われなL'0しかしさら

に不溶分，可溶分の諸成分の量及びそれ等の固形分総

量に対する%を見ると今従来同様各地相当 i叉々であ

るがラそれで、ちなお本月（こ固有な大体一定fl宅問！内にあ

る。特に%の万がそうである。放射能各地平均値

(cpm/1112・月）は3,4ラ5月それぞれ 960,2024, 3411 

で暫増しており，各地の値にかなりの差がある。特に

5月の大久保，中央等は大であった。

前年同期と比較すると，降下車量は月により大，小

不定，成分的lこは本j出は SOsち NHsが比較的多く，放

射能はやや前年度が強かった。

2) じんあい量（浮遊じ／し最） (mg/1n3) ：傾向

的にはほぼ従来同慌である。平均値では前報｛こ比し大

差なし幾分多い位で，前年同期よりも 5月以外の月

は多い3 本i引の測定値は地l玄により試験日により変動

が特に多かったがう一応本朋の3回測定の平均値が

3.5mg以上の所をあげると．芝う渋谷ラ四谷ラ大久保

で， 2 rng前後の少い所は中央， 神田， 深JI!, 滝野

}[I, ;j~立ι 月間平均では 3,4,5月それぞ＇；ji,3. 2, 3. 0, 

2. lmgであるコ

3) じんあい数（個／cc) ：試験日や地尽による差

異が従来よりち著明｛こ現われている。全体的に前報よ

りは本WJはやや少いが，前年同期よりはかなり多いコ

魁町，千代田，日本橋，深川ラ城東ー向島等のばし、煙

地区はi涌報iこijiきつずき多数でありう本jt)jの滝野Jll,

城東等ち多くうじんあい数は試験日による差が大きい

とは言ってふ比較的安定性があるようである。平均

では3月は559, 4月は469, 5月は 312，本HIJは少い

のは牛込，正11-111;1[:,fJ・＋低立川，杉並で 200以下であ

つ？こ。

4) 炭酸ガス量（対） ：前報や前年同WJよりも一般

に若｜二少いコ平均3月は 0.32, 4月；30. 44, 5月は

0. 38？~で雪特？とばい煙地！玄が多L、ということはなく，

向島，牛込ラ城東等がやや多く，大森ラ日本橋等がや

や少かった3

( 36 ) 

5) 細菌数（落下菌数） ：前報や前年同期より一般

に少数で多い所や少い所も変化している。平均3月は

19, Li月は26雪5月は70で，本期の3回試験の平均で

は日本橋，子1[1田雪小石川，麹町等が多く，芝．大森ラ

玉川等が少かった。

6) 紫外線エネルギー強度（分） ：前報に比し季節

的変化による増大傾向をたどっている。前年同期jとは

平均値ではほぼ等しいが，各月の各地の差が本｝！日は前

年程はなはだしくなくう麹町は強度を増し青梅は弱

くなったコ平均では午前き午後それぞ3月は 1.805及

び1.280, 4月は1.720及び 1.424ラ5月は 2.114及び

1,794で，大久保，麹町．日本橋等は大，中央，杉波

滝野川，青梅ラ荒川i等は小さい万である。

7) 辺温：季節的上川傾向にある。月間全平均気温

は1+rju，午後それぞれ3月は 7.1及び 9.7°c雪4月は

12.6及び1-L0°C, 5月は19.1及び20.9°Cで前年同Hfl



より 3月は 1～2°C低くー 4月はほぼ等しく＇ 5月

は 1～2°C高い3 本見：J］気温の地区変化の1/ll"t'jは前報2

月と大差なく， 5～6°Cないし11～12°C，普通8～

・gocである。最高最低気温は 9カ所の値では，一般

に荒川ラ大久保＇；j~設はやや低くヲ向島ラ麹町，日本

,j喬等はやや高い。

8) 湿度（%） ：各地の値は担当よく揃っている

が，なお最高ラ最低は90%以上＇ 40%以下位に1g19く日が

多い3 季節的に！二昇｝！：）］で、あるが5月は少し下った。こ

の点前年同JtHも同様であるがラ値lこは月：こより若干高

低がある 3 午前の全平均では3月は58%,4月は65%,

5月は64%でラ午後は約2～3%低くなる。大島，青

梅，小石川等は高く王子，杉並等は低い。

9) 天候：前報よりやや変化が多くなった。 3月は

[I青が多く，晴以外の日は観測日数の約 l/3～l/4, 4月

はrr百とi特以外の日数は所により異るがラ一般に大差な

く， 5月は再びff青が大部分となったコ前年同；tJJti幻ま

同様であったがラやや本期より [I百が少かった。

10) 風級：前報と大差ないが， 5月はやや大きい。

中央，渋谷，牛込，大森， 大島等はやや大， 芝，城

東，向島，石神井ラ立川等は若干小さい3 月別全平均

は午前，午後それぞれ3月は1.7及び 1.9, 4月は1.6

及び1.8, 5月は1.7及び 2.2前年同miより一般にやや
小である。

11) 風向：北寄りの風から砕j寄りの風への移行期

で，特に各地の差異が著しい。 3月の主風はなお一般

に北寄りの風でう北東風ー北西風が主風の所が少数あ

るっ4月は北寄りの風が主風の所がなお多いがう北東，

北西，東寄り令市寄りの風が主風の所が増し， 5月

は半数がl卒J寄りの風を主風とする 3 前年同期と類似し

ているがう風向の季節的変化である北風→南風の変化

が，本JU］の万が早く‘一部の所では無風が本JJJ]tこ多か

つ了こ。

斎藤 功，両角 ｛育

小林正式

区 東京都のばい煙と屋外空

気に関する調査（第7報）

生活衛生部環境課

1956年5月］5J三！～8月15r=11mの調査成績で、ある。調

査方法や試験月の記載要領等は従来悶様である。

1) 降下ばいじんの量（回／km2・月）その他：本

Wlは降下じんの年間最少期で，前報よりはかなり少
なく， 6月は最多は38.82 （域東）ラ平均 14.94，最少

( 37) 

2.55魁（大I~~），地区別平均値ではばし 1煙地｜叉 20.62, 

中間地区12.54，非ぱl＇煙i也｜玄7.38埴ヲ旧市内部19.58

1日市内以外8.0魁ラ 7月は最多は40.10（麹II汀）．平均

16.07，最少は5.15Z西（大島），ばい煙地区22.55，中間

地区13.39，非ばい煙地区7.92鴎，旧市内部18.78，旧

市内以外9.75唖， 8月は最多は 41.12（日本橋）．平均

16,06，最少5.33臨む'IJll)，ばい煙地区21.52，中間地

区15.85，非ばい煙地IR7.88魁ー旧市内部20.28，旧市内

以外8.98砲であるつ前年同期と平均値で、は大同小異で、

あるが， 8月はやや少ない。最多，最少個所も 8月の

日本橋以外は変っている 3 成分では無機分が有機分の

2～3倍， 8月分はさらに各種成分をしらべたがラ水

に不溶分は可溶分の平均約 2.7倍， fこだし大島は他と

異なり不溶分の万が少いが，これは従来も大体そう

で，有機分中の灰分の他より少ないのによることが多

い。しかし大島は炭素分やSOs等の含有%は必ずしも

他より少泣くはない3 前年8月に比し不溶分ー可溶分

の割合はほぼ等しく，タール分， NH3}J）少なL'o放射

能各地平均値（cpm/m2・月） は6,7,8月それぞ、れ

1462, 2850, 928で， 6.7月に比し8月は各地の差が

比較的多かったコ主iζ不溶分による場合が多いコ各月

とも前年同mより大である。
2) じんあい量（浮遊じん量） (mg/m3) ：前報よ

り大体において減少傾向を示している。前年同期より

は一般に多少多く，特lζ7月が多い。各月の全平均値

は6月1.9, 7月 2.8ラ8月 2.0mgで雪各地の各月の値

は大小不同で、ゐるコ麹町，神田雪荒川i，王子，滝野川

玉川等は多い万で，中央，赤坂t 杉並等は少ない万で

ある。

3) じんあい数（伺／cc）：じんあい量と同じく誌験

日による差が著しいが，じんあい最との数量的関係は

必ずしも明りょうでないっ最多，最少個所もじんあい監

のそれと一致しない。前報より一般に少なく前年同WJ

とは月比より多少がある 3 月別全平均値は6月は236,

7月は386, 8月は324で，本WJの3回試験がいすれる

比較的多い万の所は千代田，ネr11回，城東，向島雪杉並

等で，少い方は大森ラ青梅，大久保等で、ある。

4) 炭酸ガス量（対） ：前報及び前年間JWと大差な

いが，月により大小不定である。月間全平均値は6月

0. 37, 7月0.38, 8月0.45訴でき試験日による関係ち

あろうが，中央ラ麹町，深川，荒川等が多く，赤坂，

玉JII，右ネq1井，立川等は少なかった。

5) 細爵数（落下菌数） ：慨して前報よりはやや多

いが，前年同期よりは大分少ない。月別全平均値では

6, 7 PJ-!2, s月59で各地の差は比較的少なし深川
荒川，小石川＇. ＇）趨ITIJ・等が多く，背栴，中央は少なかっ



仁。

6) 紫外線強度（分） ：季節的に高まる［！j期である

が．本JtDは曇天が多かったので、前報5月以来大した変

りがない。大久保，麹町写杉並．向島等は強い万で，

中央．滝野川等は弱い。月間平均値は午前．午後それ

ぞれ6月は1.876及び1.739, 7月は2.087及び1.691,

8月は2.011及び2.004である。前年同期よりはかなり

弱l>o 

7) 気温：季節的に前報に引きつずいて上昇｝切にあ

る。月間平均気温は午前，午後それぞれ6月21.1及び

22. 7°C, 7月は 24.7及び 26.5心C, 8月は28.5及び

30.1むCで，前年同期の各月よりl°C以上低い。各地月

間平均気温は差が小で， 6' 8月はことにそうである

が．気温の日々変化は相当に大で．たとえば毎日の全

試験個所平均気温の最高，最低値は10［！すで6月はそれ

ぞれ27.9及び10.5°C, 7月は 28.9及び18.4cc, 8月

は32.9及び21.6°Cである。毎日の各地の気温の差も

かなりあるが，これは前報と大差ない。次に8個所の

最高一最低気温の観測では，青梅が最高，最低値とも

一位の場合が多く，気温の変動が他より大きいが，そ

の他では丸の内辺の最高値が高いのが注意された。前

年同期ちほぼ類似していた。

8) 湿度（%） ：前報より一般に高く守特に大島は

各地より高く， 7,8月の大島は平均約 93%前後であ

った。前年同期は本期l乙比し一般に6, 7月は若干低

く自 8月は同じ位であった。月間平均値は午前＼午後

それぞれ， 6, 7月は73及び：69%, 8月は66及び64%

で．各地一般に平均値士3～5%位の範聞に入る。 6,

7月は大島，小石川，城東等は高く，青梅雪立川，麹

町二大久保等は低く， 8月は若干変化した。前年の各

地各月湿度の高低は本期と必ずしも同じでない。

9) 天候：前報よりは 6' 7月は曇．雨が多いが，

8月は少なかった。本期は梅雨期の7月を含み，各月

の天候状況は相当異っている。本則は 6月が最も雨が

多く τ 雨は月間観測日数の約出（5～7日）で，晴，

曇いずれが多いかは各地一様でなかった。 7月はやや

雨が減ったが，曇は晴より一般に多く＇ 8月lこ入って

初めて一般に｜情が過半数となり，雨はほとんど無くな

った。前年同期と比し6, 7月は雨，曇が多く， 8月

は曇は多かったが，雨はやや少なかった。

10) 風級：一般に前報と大同小異であるが．やや小

であり，前年同期よりは一層小である。本期は牛込，

渋谷．王子，青梅等は大，城東T 石神子i：‘立}fl,玉川

向島等は小であるが，前年は値の大きい所も小さい所

も一部本期と異なる。月別全平均は午前．午後それぞ

れ6τ7月は1.6及。＇'1.8, 8月は1.4及び1.7である。

( 38 ) 

11) 風向：季節的に一般には市寄りの風が主風であ

るが．各種風向頻度が地ほととに異なりきわめて複雑

である。一定風向の風が全観測回数の1/'2以上になる個

所は 6, 7月は3～4個所しかなく＇ 8月もやや多い

のみである。立川”石千1+1:JI二は無風が最多数である。前

年同WJも本！！；！と大差ないが2 無風が前年は少なかっ

斎藤 功，小林正武

斎藤喜佐夫， 鈴木克子

x 東京都のばい煙と屋外空
気に関する調査（第8報）

生活衛生部環境課

1956年8月15日～11月15日間の調査成績である。調

査方法や試験月の記載要領は，従来同様である。

1) 降下ばいじんの最（融／km2・月）その他：状況

は前報と大差ないがラ平均では9月はやや多く， 10月

はやや少くラ 11月はこの両月の中間位である。 9月は

最多は41.69踏（浅草），平均 20.75賠，最少は 2.Ol:&I[ 

（大島），地区別平均値ではばい煙地区 26.43噛雪中間

地区19.58凪， ~1~ばい煙地区10.44随，地理的lこ旧市内

部23.72腫．！日市内以外の区部及び郡部都市14.45随，

10月は最多は 33.30踊（荒川｜），平均 13.10臨，最少は

3.84堪（青梅）；ばい煙地区16.13臨，中間地区 12.58・ 

鴎，非ばい煙地区6.36凪；旧市内部 15.37鴎，旧市内

以外の区部及び郡部都市7.18国， 11月は最多は 27.96・ 

国（千代田），平均17.24賠，最少は9.35踊（浅草）；ば

い煙地区 20.16国，中間地区 17.13鴎，非ばい煙地区

11.92凪；旧市内部18.88鴎，旧市内以外の区部及び郡

部都市 14.45睡で，前年同期と類似している。成分で

は9'10月は無機分が有機分の2倍余であるが， 11月

は有機分が無／！幾分より多い場合が多く，異例であっ

た。 mr年周期ではこんなことはなかった。 11月分につ
いての精密分析結果でも，水lこ不溶分が可溶分より少

なく，可溶分の有機分（熱灼減量）が多かった。 11月

の降下じんの成分（平均値）を一応示すと，不溶分

44.6%〔ターJレ分6.8%，タール分以外の炭素分8.0%,

灰分29.7%〕，可j容分 55.4%〔熱灼減量 38.1%，灰分

17. 4%, S03 18. 0% (3. 18国），Cl1.5%, NH32.7%〕

である。次に降下じんの放射能（cpm/m2，月） は

各地平均9月1620,10月3435,11月3218で比較的大き

くヲ 10月は各地の差が少なかったが＇ 9' 11月はかな

り地ぼ差があった。

2) じんあい量（浮遊じん量） (mg/m3) ：状況は



従来とほぼ同様である。平均値では前報よりも前年時

期よりも一般にやや多い。

本WJの3回測定の平均で3mg以上は千代田，日本橋
fill田，赤坂，向島，杉並で， 2mg以下の少ない所は浅

草．荒川，大森ラ玉川である。成分は有機分，無機分

のIfr:tが不定である。平均では9'10, 11月それぞれ

2.9,2.5, 2.3mgである。

3) じんあい数（個／cc）：従来と傾向は変らない。

値は一般に前報ないし前年同期よりやや大である。

本J!JJの3回測定の平均が 500以上の所は麹町，日本情

深川ラ赤坂，渋谷， j竜野川ー王子． 大久保等で＼牛

込．玉川，青梅等は少なく． 200前後零毎月の平均は

9月370,10月361,11月438でめる。

4) 炭酸ガス量（話） ：従来同様各地の差が比較的

少ない。前報よりやや少なく＇ 9月以外は前年間}t)］よ

りも少ない。本rmの3回測定の平均で 0.50妬以上は，
日本橋，浅草，荒川で， 0.309t品以下の少ない所は神

!IL四谷，王子，玉川．苛椋である。月別平均では9

月0.41%0, 10月0.36泌守 11月0.39対である。

5) 細菌数（落下菌数） : f~J.: して前報よりは多数で

あるが， 11月は一般に比較的少数であった。風が強か

ったので青梅，立川，杉並等の従来少なかった所が多

数を示した。本期の3回の試験で平均100以上は四谷，

滝野川，青梅，立川，杉並で， 30以下の少ない所は中

央今小石川，赤坂であった。月別平均では9月 198,

10月69,11月40ヲ前年同期lこ比しては号多少必ずしも

しない。

6) 紫外線エネJレギー強度（分） ：秋季に入るに従

い減弱してきた。月間平均値では午前零午後それぞれ

9月は1.962及び1.464愉 10月は1.300及び1.313, 11月

は1.312及び0.906でー大久保守麹｜町＼向島等は強く，

杉並ウ日本橋，青梅等は~~l・ことが多く，前年間J!:Jjよ

り一般に弱かった。

7) 気温：紫外線同様8月を頂点、として本期は暫次

低下している。月間平均値では午前零午後それぞれ9

月は26.3°C及び27.0。C,10月は20.9°C及び22.6°C,

11月は17.l°C及び18.3ccで，深川ー麹町等は高く，

背梅，渋谷等は低かったが，差は一般に小である。前

年同期と大勢は変らないが，前年は立川が最高，大島

が最低のことが多かった。

最高一最低気温は測定個所数が少ないので上記の気

温の場合と直接比較できないが号麹町雪日本橋等が高

くて荒川は低かった。

8) 湿度（%） ：前報や前年同期より一般にやや湿

度が高いが，月間平均値の各所の差や，湿度の日変化

等は1迎報より小である。月間平均値では午前，午後そ

( 39 ) 

れぞれ9月は74及び72,10月は79及び73,11月は72及

び71%である。

9) 天候：傾向的には従来同様であるが．前報の8

月より曇．雨が多く，特に10月は雨勝ちで6月｛こ劣ら

ない。前年同tWとよく類似している。 9月は比較的情

が多いがー曇，雨の合計が［情より多い所も少なくな

い。 10月は曇が最多数， 情． 雨はほぼi司数， 11月は

哨き雲：がほぼ同数，雨は9月とほぼ同様で、ある。

10) 風級：前報より一般に若干大きく．前年同期に

比し9月は同じ位であるが， 10月はやや前年が大ラ 11

月は木｝！日がやや大でう月間全平均は午前．午後それぞ

れ9月は1.8及び2.1, 10月は1.8及び 1.9ラ11月は1.7

及び1.6 で，牛込，渋谷等は大．城東．石ネ111~｝：！：，立川i

等は小さい。

11) 風向：前報lこ比し北ー北東等の風が暫次増して

いる 0 9月の主風（最頗風）は一般に未fごf'rj寄りの風

であるが，風向不定の所や，無風の日が多い所もあ

る。 10守11月は一般に北，北東，北西風等が主風とな

る。前年同期も大体類似しているがラ本期の万が無風

が多く．また9月では南寄りの風が多い。

斎藤 功，小林正武

斎藤喜佐夫， 鈴木亮子

XI 日本薬学会普通室内空気
判定標準の一部改訂案

一一じんあい数及び、炭酸ガス量の基準

について一一一

第27！国日本衛生学会総会（昭和32年7月雪横浜大学）

日本衛生学会雑誌 12・（2）・ 173（抄録）

生活衛生部環境課

(1) じんあい数について

私は昨年度の当都立衛研年報Vll（昭32)34頁に「日

本薬学会普通室内空気判定標準中のじんあい数判定法

改訂試案Jと題するー小文を発表して，標記の改訂試案

を提示した。これは主として近年の冬季の外気中じん

あい数の噌加に対応するためであって．じんあい比率

の大小によって室内じんあい数の多少を判定しようと

するものである。しかしその後本誌案を実地に詰用し

てみると，じんあい比率のみによる判定は，特にじんあ

い数の非常に多い場合（2000～3000/cc以上のととき）

には不適当な場合の多いことが感ぜられた。すなわち

かかる場合には，時によると室内じんあい数が機械換

気のない室でも外気と同等以下lこ止まる場合や．また



の機運が増しつつあるのであるからー外気じんあい数

の多少により， 1000～1500/ccをじよ限値， 2000～

3000/cc以上を不J血値としてじんあい比率とじんあい

数を併用する万が妥当であると考えられる。よって昨

年度のじんあい比率の試案にラさらに実数を入れた今

回の改訂案を作成したコ

現行判定標準はラ終戦後l昭和27年頃迄必資料：二負う

ところが相当多かったが，近年工業復興に伴い都内大

気中のじんあい数は関増｜傾向を示し．特lこ冬の暖房季

のll青天続きの時などはばい煙地帯等で、は1000/cc前後

の場合もしばしばあったa これは特に昭和29年冬頃か

ら顕著である。これに伴い一般に）室内じんあい数ち増

加しており，外気じんあい多数の時はもちろん，外気じ

んあい少数のH吉でさ屋内じんあいが案外多い場合等に

もしばしば遭遇するつ反対に機械換気のピル等で、はヲ屋

内が屋外よりじんあい数が少いような場合もまた経験

される。かくのごとき現状に対応するため現行じんあ

い数判定標準を改訂することを提案する。しかも室内

じんあい数の増加は1956年冬で一応停止したようであ

るから今後再改訂の要はおそらくあるまい。

現在普通室内じんあい数試験の目的は大別して 2と

することが出来よう 3 その一つは換気度の推定のため

であり雪他のーは絶対数を知ることである。換気度の

推定には外気じんあい数との対照も必要と思われるの

で，本改訂案では室内じんあい数を外気じんめい数で

除しにじんあい比率を用い，かつ外気じんあい500/cc

以下の時とう以上のi時とを区別しに（機械換気IJ})l1の

ピJレにおいては，外気じんあい数の代りに給気じんあ

い数を用いる）っ次に現行標準と改訂案とを列記するコ

は室内は外気よりは多数でt，外気の2倍以上には
ならないような場合が少なくないのである。一般に

じんあい比率は外気じんあい少数の時は比較的大きい

値るとり易いが，外気じんあい数が増大するに従l＇次

第に比較的小さい｛直となる傾向がある。この理由は推

測するに難くないがラこの点を考慮して昨年度‘の試案

でち外（給）気じんあい数500/cc以下の場合とう 500/cc

以上の場合とに分けて，じんあい比率の評価法を変え

ているのであるがーこれだけではなお不充分と思われ

たのであるっここに500/cc以下の場合は主に冬季以外9

500/cc以上の場合は主に冬季を対象とするのであっ

て，これはここ数年来の多数の実測資料に徴して普通

の場合はほぼ妥当と思われるのであるが｛この点につ

いては第27四日本衛生学会（llE32, 7月）において，資

料の内容Rvtm告を発表しに。まに別に誌上発表の機会を

得る積りである 0 ｝，外気じんあい数が普通以とl乙多数

の場合は，衣服，住居その他を汚染するのみでなくう

特に公衆衛生上注意を要するわけであって，じんあい

比率のみに依存することは適当とは思われない。一般

に近年の普通室内の資料は冬季以外で、は1000/cc以上

は例外的であり，冬季でも1500/cc以上は例外的な多

数と認むべきことを示している。一万在室者の実感か

らは1000I cc 1~li後まではあまり支障がないことが示さ

れたが，現行の労働基準法は対象たる作業やじんあい

の性質に相異点は存在するにしても一応1000/ccを一

般じんのじよ（怨）限値としておりラまに工場以外の地

にでも軽度のじん肺発生の報告等もある。叉従来か

らばい煙性大気汚染は公衆衛生ヒ関心を持たれており

近年はいわゆる不活性じんあいなる考え方にも再検討

日本薬学会普通室内空気試験成績判定標準一部改訂案
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外（給）気中のじんあい数

( 40) 

註



改訂案のA-Eの下の欄の上の行はじんあい比率，

Fの行の数字はじんあい数範囲である。判定はじんあ

い比率によるが，室内じんあい数が1000（外気5000以

下の場合）或いは 1500（外気500以上の場合）以上の

ときは，じんあい比率によらず実数の多少により表の

ように判定する。

じんあい数判定標準改訂は特に大都市ないし工業都

市の冬季にその必要が痛感されるので，冬季以外は現

行標準でちほぼ良いようであるが．改訂案は一応いか

なる場合にも適用し得るよう考慮した。本案lこ対する

大方の御助言を待つ次第で、ある。

(2.) 炭酸ガス量について

これについては，一般的改訂の要は認められない

がモたに送風再循環式冷暖房のピjレの場合は，炭酸ガ

スのある程度の増加は問題とするに及ばない場合も多

いと考えられるので，再循環空気調節の場合だけ判定

標準を緩和して1階級ずつ繰下げ， Aを0.99訴以下．

Eは2.50矢面以上とする案である。

斎藤功

:xi[ 事務所p 劇場建築等の空

気並びに換気状態y あわ

せて普通室内空気判定標

準の考察

衛生工業協会第1阻秋季学術講演会（昭和30年10月

建築会館）衛生工業協会誌，30,( 1）ラ27～41ラ1956,

生活衛生部環境課

1) 本報は当課における昭和24～30年間の表題のご

とき調査，研究資料を概観し総括したものである。

2) 事務所，劇場等の空気状態は衛生管理の良否，

合理的清掃法の励行いかん．業務形態，調査H寺j札人

員密度，気候状態，換気の良否等iこより差異を生ず

る。これは特に自然換気の所で著しく，機械換気の所

は左程でない。叉ほぼ条件の等しく見える所でも場所

が違えば差異を生ずることが少なくない。

3) 送風冷暖房の場合，一般に温湿度調節効果は空

気浄化効果よりもはるかに先に発現する。

4) 空気の理化学的性状と在室者の受ける実感とは

よく対応する。冷房は快感．食慾増進，疲労防止，仕

事能率向上l乙役立つが，帰宅後は暑さを感ぜしめる傾

向がある。冷房温度と自然気温との差は必要以上に大

ならしむべきでない。

5) 夏，冬の環境並びに実感調査によりラ快感線，

J快感帯，じよ（怒）限温度等につき従来の見解にほぼ

一致する所見を得た。

6) 空気汚染度指標たる臭気， C02量．じんあい数ケ

落下菌数間の数量的相関は必ずしも大でないから，空

気汚染度の判定は温度条件と上の4者を総合して行う

べきである。判定標準には改訂日本薬学会普通室内空

気判定標準を推奨する。

7) 機械換気の場合，一般に有効換気量は機械給気

量より相当小さく，有効換気率は平均50～60%に過ぎ

ないQ

8) 機械換気の効果は主として設計の良苔と給気量

の多少に関係する。特別な設計上の難点が無ければ

C02量を指標とする場合ラ充分な空気浄化効果を挙げ

得る給気量は，有効換気量で少なくとも 50m3/Jl寺／人

以上を要し， 351ポ以下ー特に291113以下で、は問題にな

らない。従って機械給気量ではおよそ80～100m3／時／

人以上を要し， 50～60m3以下では多くの場合不充分

である。興業場法の351113という限度は高めるか，或は

少なくとも35m3を有効換気量と明示すべきであろう。

9) 自然換気は簡易確実な換気法で＼その効果は機

械換気にむしろ勝る位であるが，窓閉鎖で効果の大部

分を失うのが欠点である。

10) 有効換気量が機械給気量より小となる；理由は，

吹出気流の直接影響範囲が普通狭く全室に対する影響

の進行は緩慢で、あり，特に人の座席附近では呼気等に

よる汚染作用が大きく，且つ上昇性気流が給気の到達ー

を妨げる等が主因であろう。

斎藤 T
J
 

ザ
L
ウ

XIII事務所p劇場等の換気状

態（第1報）

機械給気量と有効換気量

~~26四日本衛生学会総会（昭和31年 4 月，金沢大学｝ミ

日本衛生学雑誌（抄録） 11, ( 1 ) '34. 1956 

生活衛生部環境課

ζの7年間余の大小のピJレ事務室や劇場等の環境調

査成績をそう合観察したものである。調査種目は一般

空気試験〔温度条件，炭酸ガス （以下 C02と略記），

じんあい，細薗等〕と共に室気積，室内平均C02量，給

気C02景，室機械給気量，有効換気量，有効換気率，

設計風量等でラ本報の換気状態の調査はC02を指標と

する場合である。ここで室機械給気量は各給気｜次出口

の風速を実測して出し，有効換気量と称したのは室換

気量計算式 ny/(C-C。）から求められた換気量であ

( 41 ) 



る3 ここでnは在室者数， yは在室者1人当りの毎日与

<C0:dl¥1士i量で平均16Lとみなし， Cは在室者顔mi位の
高さの室内平均coョ濃度， C。は給気C02濃度としたコ

そして更に有効換気量が機械給気量の何%に当るかを

算出して，これを有効換気率と称することにした 3

調査結果を要約すると，機械給気量と設計風量とは

管理技術者のいる所ではおよそ合致しているとみなさ

れる 3 しかし有効換気率は同じ建物内でも室により著

しく違うことが少なくないが， 9ピJレ内65事務室の平

均を一応とってみると．室別では約52%，会社別では約

63%となり， coョを 1対以下lこ保つには少なくとる有
効換気量で50m3/ll'!j／人以上，従って隙械給気量では

平均 80～100m3/ll寺／人以上を要することとなるコ

この結果からすれば給気量観客1人当り35m3／時て

いどの劇場の換気効果は不充分と推察されるがうこれ

は既に著者等の｜！日25,26の興業場調査1)'2）で裏書さ

れた3 とi乙角簡単に給気量＝有効換気量と出来ない場

合が多いコ

高藤 功

文献

1) 斎藤功，他：日本衛生学雑誌、 6.(1). 8 (1!7326) 

及び東京都衛生局学会誌 7.60. （／！日25)

2) 斎藤功，乗木秀夫，他：東京都立衛生研究所年

報JII.69. (ll日27)

及び日本医科大学雑誌19.(7) 906. (1952) 

XIV 事務室等に関ナる衛生
ρ立..rVrn:i:ゲα ／丘？九~ 1 ニ｛~f1¥ 
寸ーはソ1Jllプし ~~オミJ i苧U
銀行等の環境並びに実感状況

m29四 日本Jl'r.業医学会総会（昭和31年4月，東

京昭和！宏大において）

労働科学32ヲ（4)'259, 1956 （抄録）

生活衛生部環境課

事務室ないし事務的作業の衛生学的研究を行ってゆ

く目的で，1955年3月から1956年3月にかけ，まず銀行

等数事務室（A, B, C, D, E, F, G, Hで示す）

の理化学的環境誠験並びに調査票による執務者の実

感調査を行った。このうちA, B2銀行はモデル的小

型冷暖房機械換気設備を有し，行員数はそれぞ；！127名

及び20名， C, D2銀行は行員数70～80名， Cは温温

度調節装置を有するが，送風量は少なく空気浄化能力

は小さいo Dはスチーム暖房のみで機械換気設備がな

いo E, F, G, HはV-1ずれも機械換気設備のない＇ 1A

庁事務室で， E, G はスチーム暖房， F,Hはストーブ

である o Eは定数 128名， Fは18名， Gは51Zi,Hは

( 42 ) 

48名であるがラ出張等による不在や全員を調査し得な

かったこと等があってう回収し得fこ有効調査票数はA

23, B18. C34, Dl2, E66, F13, G17, H28j女で

あっ？こ。

以上のうちA, Bは主として夏！日jの調査で、ありち他

は冬季の調査であるコ Bは冷房送風iやと冷房送回、停止

中（いずれも窓閉鎖）との二つの場合を調査したので，

前者をB1，後者をB2として示すこととする。以下に

成績概略をしるすと，

1) 機械換気設備の指二L 管理は適切には｛111 ？々？
われ難いことを再認識した。すなわちA銀行では•i;c: 苅

漉過板の交換遅延閉塞によるはなはだしい送風不良を

見出し，これを交換後は給気量は設計風景lこ近接した

が，給気口の右偏在と低位置のため給気の室内配分の

不均等が顕著となり， B銀行では換気口細i践が狭過ぎ，

給ラ排気量いずれも設計風量の約判長に過ぎず， C銀

行は給，排気の配管が不適当で，冷房にはほぼ良くて

もう暖房は11桁こ対する給湿の関係でラ中21街は過温

を余儀なくされていたコ

2) 温度調節効果ば’空気浄化効果より発現が早い3

3) 被検個所の空気状態：ι1955年改訂日本薬学会

普通室内空気判定傑準によれば，冷房換気中のAラB

2銀行はすべて衛生適，その他は冷房送風停止中のB

銀行，暖房季のA, C, D銀行及びE, F, G, H宝

であるが， H以外はいずれも全部ないし大部分の試験

部位が衛生不適である。 Hは衛生適否ほほ相半ばし

？こ3

4) 温度感では丹羽の報告とほぼ一致した。夏期冷

房適温部の者は，帰宅後は高温部の者より暑く感ず

る。好適気温は夏24～25°C，冬は 20°C位と認められ

る3 不適温及び空気汚染，特lζ高温は疲労協を生じ，

食慾，能率を低下させる。疲労感は一般に1511寺位から

が多いが，空気汚染が特に高いE室では111時と15時の

2回，高温なF室では午前，午後の不定／！！jiζ生起し，

10分間の窓開放が侶当奏効する 3

5) 被検各所の各種実感訴者数（%）をみると，各

所の聞にしばしば有意の差がある。まずA,Bi, B2で、

は， B1はA, B2より暑さや疲労を感ずる者が少な

く，また B1はAより食慾良の者と能率が上る感じの

者が多いこと等が分る 3

次に冬季のC～Hは， C以外は換気装置のない所の

みで， C,Hを除きいずれも空気汚染が大きい。 Cは

上記のように温風暖房であるが，送風量小で空気浄化

能力は小で、ある。 E, F!;:J：就r:j~I＇空気汚染がはなはだし

く，不快臭，頭痛等も起るため，冬季ながら午前ー午

後各10分間の窓開放を励行している。漏＆＇.条件は F以



外は大差ないが， Fはストーブが暑く午前中73°F, E 

Tを示し，夏冬全調査個所中実感状況最悪でラ Eはこ

れに次いで悪く， C,Hは最も訴え状況が良かった

が， Bilこ及ばなかった。 E, F は疲'J:j’；］；大きく，食慾

能率の低下が多く，他所，特lこC令 Hと有志の若を示

す場合が多いコまた同・個所のつ：！）正午後の比較で

は，食慾は差がなくち能率感はHのみつ：後低下，温度

感は室温の変動のあったD, Gのみに若を認め，疲労

感は一般に1511寺頃からが多いが， Eでは11/時と1511守の

2回， Fでは午前，午後の不定！！引こ起るコ以上を通観

すると，実感状況では良い方から夏はB1,A ラ B~，冬は

C, H, D, G, E, Fとなり，大体において環境良

否順位と一致するコその他快感；出；をはず；j1/::i昆度条件

や，一定度以ヒの空気汚染はともに不快感の原因とし

て歪要であること，温度調節は快感，；~I~；でなく快感線

( 43 ) 

（夏70°F.E. T，冬65°F.E. T）ないしそれよりrF 

E. T低い点を目僚とすべきこと（これは某新聞社で、の

私の前の調査所見1）とも一致する）等が注目されa 環

境条件と作業とは相乗的影響を執務者の実感に与えヲ

環境条件では温度条件の不適と空気汚染とは総合的に

作用する；うえそのいずれが大きな影響を及ぼすかは主

に各々の程度によることで，簡単に定め難く， C02景，

じんあい数等のじよ（恕）｜浪値は自然換気と依械換気

また夏季，冬季等で一様に設定し難いがう冬季では

C02 0.1%，じんあい数1000個／cc前後までは，大した

空気汚染感，不快感を与えていない。

斎藤 功

文献

1) 斎藤功：東京都衛生局学会雑誌10号， 109.1952 



xv身体障害者の栄養調査に
ついて

生活衛生部栄養課

身体障害者の栄養調査についての記録はほとんど見

当らない。よって身体障害者の実態をは（把）握し，日

本人の年令別，性別及び労作別栄養所要量の改訂に資

する自的で調査を行った。｜昭和31年11月以来ー都立多

摩公共職業補導所において． 1ヶ年4回にわたりう栄

養摂取状況を調査し，あわせて生活時間による消費熱

量調査を行った。調査方法は被試験者の基礎代謝量を

算出し，更にその障害箇所，職種等を考慮し補正した

エネ jレギー代謝率と，生活時間による 1日の消費熱量

を算出し，摂取栄養量との比較を行った。

栄養摂取量の調査は，昭和30年12月～31年11月まで

の1年間に3El間ずつ4間の給与食を分析した。この

結果はヲ蛋白質46.33g，脂質11.05g，糖質 385.95g, 

カルシウム（Ca)22lmgラ燐（p)Sllmg，鉄（Fe)

9. 34mgで、熱量は1828カロリーである。

叉算出価総平均では，蛋白質46.7lg，脂質 11.50g, 

1浩賢383.67g・， カルシウム（Ca)217mg竺燐（P)Sllmg, 

鉄（Fe) 9. 56mg，ビタミンA 1714 i, u雪ビタミン

B1 0. 765mg，ビタミンB20. 470mg，ビタミンC51.5 

mg，熱量 1825カロリーである。熱量の平均値は1826

カロリーであり， ζれを昭和30年度の厚生省発表の東

京都民の栄養摂取量1936カロリー（成人換算2250カロ

リー）にくらべるとラ 425カロリー少ない。これでは

すべての面においてその所要量を充足する事はとう

てい考えられない。すなわち何等かの形で栄養補給を

しない限札健康を維持する事は困難のように思え

る。 そこで次に間食， 給与食， 健康上の主訴につい

てー 4El 間づっ2回の記入調査をした。これによると

ほとんど80%の者が間食をしており，叉間食しない人

も大部分が給与食の不足を訴えている。叉間食しない

人は，間食した人にくらべ，健康上の主訴は非常に劣

っている事は興味がある。ではどんな物をどの位取っ

ているかと云う事になると，その種類は91種に及ぶが，

ほとんど，パン，麺類，牛乳‘駄菓子等，経済的で満

腹感のあるものに集約され，叉それが主なカ uリー源

になっている。その算出栄養量は， 2間共女子が男子

を上廻っている。

いずれにしても，給与食十間食は男子が2080カロリ

｛宅女子2100カロリーとなり，摂取所要熱量と比較し

て男子は88カロリー少なし女子は 287カロリ｛多
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い。叉晴好調査については，料理の味付けも普通健康

人と変りなく雪食品の好き首長いも特異な傾向はなかっ

7二。

新井養老， j酉井 4鼓

l嵯 1！最喜一郎， 古内正孝

渡辺甲子． 塚越ヤス

藤沢正吉守 野！崎正次

XVI M区にbける弁当コン

クールについて

生活衛生部栄養課

現在通勤者のほとんどが昼食は外食ですましτ 持参

弁当は数える程しか見当らない状態である。

ζれは要するl乙外食が安直であること．オカズのh

取り合せ方がよいこと哩調理方法のたくみであるこ

と，躍りつけの美しいので魅力をもつことなどによ
勺P
／；）。

しかし雪それが果して栄養的であるとはー闘に断言

出来ない。

弁当食はとかく腹をみたすたとげという観念で、扱われ

る傾向が多いが，弁当利用者にとり弁当食は決して軽

視すべきものではない。毎日繰り返される重要な食事

のーであり雪 もっと関心を持つべきものである。

さて現在つくられている多くの弁当は，オカズの量不

足，品数の不足，ベトベト汁がにじみ出るラ単調であ

る，形態，色彩などの点で不注意が多い‘調理が不適

当，容器の制限などの点で， もっと工夫をこらす必要

がありはしないかと思う。

この意味で昭和31年7～8月にわたり目黒区で生活

改善の一環として行われた講習の際受講生に対し次の

条件で弁当を作製させ提出させてみた。

(1) ｛耐告は30円から35円まで（主食，副食を含めて）。

(2) 主食は米9勺～1合，叉はパン使用のこと。

(3) j怪労作男子の昼食であること。 （熱量700～800

Cal，蛋白質 25g）。それについて次の万法を考慮して

採点してみた。

(1) 外観ー（2）食品の組み合せ方，（8）価格， (4）手数（食

品数と料理数からくる時間の関係）

以上の4点を採点し等級を定めた。

(5) 更に提出された弁当の主食量が適当か否かを秤量

し，（6）副食も各食品を一種ずつ正確に秤量し雪分量を

明記の上，蛋白質，脂肪，熱量を食品標準成分表によ

り算出した。（7）また入選した弁当は副食物のみを分析

し算出価との比較を行った。



調査の結果，その使用食品の頻度数は

種 類 ロIゴロ 種 例数（延）

獣 Jt) f;~i_ 肉類 27品種 123例

里子 y持1! 類‘ 29グ 249グ

穀 手訴 8 グ 106グ

豆，種実類 10 グ 40グ

i出 類 9 ノゲ 71グ

？毎詐，？こけ類 5 // 27 // 

演 4忽 類 11 メグ 74グ

計 99品種 6901§U 

の多きに逮した。

また熱量の最高は1,122 Cal，主食440g，蛋白質23号9

ι脂肪20.Sg，糖質209.9g。（副食鯨カツレツ，ぎよう

ざ＇ .mcj三でんがし昆布巻，酢漬．果物，漬物）。

熱量の鼓低は467Cal，主食140gラ蛋白質22.2g，脂

肪15.3g，陪質60.0g。（副食小あじフライー i1i1いため，

卵焼）っ

調理方法による頻度数は大要次のようであった。

（第1友参照）

その結果，最も多いものは動物性，植物性食品を14

～15種もfflいたり，料理数が7～8品にも及んだもの

があったσ しかし6～7種を用いラこれを平均4～5

品の料理に加工し詰合せているものが多かった。

従って調理形式は大休日種で， ζれを調味料，食

品別に分けると 42品種の多きにのぼった。

副食物は野菜，魚，肉類の煮付けものが多く，次い

で妙めj託揚げもの，焼物，あえ物，酢の物などが主

なものであった。

中には，にんじん，ピーマンの有色野菜を使用した

が， l腎好調査の結果では最も嫌いなものに属している

筆頭格の物である。果して， ζれがいつも使用される

かどうかは疑問である。 （第2表参照）

感心したのは，生野菜のとり方で守ポリエチレンの

袋にキャベツラにんじんの塩もみやトマトを入れてあ

った点で、ある。

応募弁当はコンク ~）レのために作製されたので，栄

養価についても，ま？こ経済及び食品の組合せについて

も，当相考慮が払われていたことは当然である。

栄養価については700～SOOCal，蛋白質25gを基準

としているので，この圏内に入ったものは63名中，僅

か14名で全体の22%に当る。

次に分析価と算出価の比較では，蛋白質は分析価の

方が多く，脂肪と糖質では算出価が多くなっている。

ことに脂肪は調理形態上算出し難いので見積り過多に

なり勝である。 （第3表参照）
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主な食

卵ー撤，さんま，ひき肉

ロ
ロロ

にんじん，ピーマンー玉ねぎーさやいんけeん

白米，小麦粉，片くり粉

黒コ、、マ， 自コ守マ， j由揚

植物油勺バターヲマーガリン

浅草の札昆布，椎たけ

きうり，しょうがラたくわん

賞 使用した副食物

1等卵てんぷら，野菜うまに，ピーマン揚浸．ハ

ム，漬物。

2等鯖？こった揚，野菜巻揚，野菜うま煮，漬物。

2等 さんま巻揚，空揚，卵焼，うずら豆甘煮，漬

物， トマト。

3等 さんま一口揚， j白いため，野菜煮つけラ漬物。

3等空揚，パタ｛いため，はすの南ばん漬ーつく

Tご煮，漬物。

3等照焼，信田巻ヲ漬物。

すべての弁当は誠に見ととな出来ばえであったがラ

出品者必ずしもこの心構えで、毎日，弁当を作製すると

は考えられない。

要は、 もし主婦の方々が栄養や調理などの問題に関

心をもち，それによって或る程度の知識を獲得するな

らば，ーまつのわぴ、しさから脱皮して，特徴を生かし

古い習慣が改善され合理的な弁当の作製は必ずしも不

可能で、はないという結果を得た。

第1表

ロロロ

新井養老ー酒井 櫛

渡辺甲子， 大久保貞子

竹原茂子

調理方法による頻度数

名 材料叉は味 数

野菜煮付 醤 i由，砂糖味 17 

塩，砂 糖 味 G 

味 噌 味 1 

醤－ j出 味 1 

砂 糖 味 1 

塩 煮 1 

カ レ 一 煮 1 

魚類煮付 醤油砂糖煮 6 

塩，砂 糖 ；ご日悼 1 

肉類煮付 醤油，砂糖煮 3 

塩 煮 1 

い？こめ煮 塩 味 12 



ロロロ 名 1寸料叉は l床 i 数

いため煮 l'~旧~， γflノ.I、 、陪 味 8 

｛醤 ifJi，砂糖 i床 5 

味 11曾， i沙悩 rt長 3 

カ レ 一 味 1 

揚げもの ！斗 15 

f~－＼ 14 

野 菜 10 

p~ 1 

焼 物 ；魚 予試 15 

獣 l珂 類 11 

p~ 11 

蒸 物 魚 1;t~ 1 

肉 芳i 1 

あ え 物 マヨネースソ｛ス 7 

味 H曾 2 

ゆ で ヰ却 P[3 7 

野 手九弁三 6 

ひたし物 ；｜ 
す の 物 聖子 守フ幸f三寺

魚 1~n 2 

操作なき物 種 実 類 16 

果物及び野菜 13 

の り 2 

き な ：防 1 

』i ぜ 飯 5 

そ の f也 納豆ペースト等 9 

っく だ煮 10 

漬 物 37 

（昭和31. 8. 31) 

第2表

食品数人数 料理数 人数

1 5 種 1名 8口口口 1名

1 4 // l// 守グ 4グ

1 3 ，グ 3// 6」Y 3，グ

1 2 グ 4 // 5，グ 16// 

1 1 ＇グ 4グ 4// 25グ

1 0 d’ 8ノグ 31グ 10グ

9 // 9// 2グ 2グ

8 // 9// 1グ 2グ

7 グ 11 // 

6 // 11グ

0 // 3グ

( 46 ) 

第3表 算出値と分析値の比較

XVII 食品の枇素試験法の検

特にモリプデンプノレー法と検体の壊機

について

食品獣医部食品課

現在，最も一般的に用いられている枇素定量法はグ

ツトツアイト法であるが，種々の篠件により定量値が

異なり，特l乙h比素含量の判定は，呈色した撞紙片の変

色域の認定の困難を伴う。

漉紙片の場合は表裏による呈色長の不fr{ijl－.，；；；：生じ易

く，相当熟練しなければ自信をもった定量；値を得るこ

とができず，今までの文献によると誤差は 1～20γ の

Asで士2～4γ，叉は，士10%，土15%などと分析者

によりその値は不同である。この誤差の原因は肉眼的

に呈色域を判別するのが最大の欠点となっていると思

われるので，我々は客観的に定量値を読むミことのでき

るモリブデンブ、Jレー法によりその誤差を検討するこ

とにした。モリブデンブ、ノレー法は衛生試験j去にち記

載されているが，この万法はAsHsの吸収剤として

HgCI2・Kl¥1In04液を用いているのでう呈色させたのち

沈澱をともなうことが多く，憾過により呈色の再現性

を阻害された経験があったので，今回はAnal.Chem. 

23.914～919の方法の追試を主とし，さらに実際検体

の場合に有機物の壊機を行う必要があるので硫硝酸

法， Mg塩添加による灰化法について回収率の検討を

行ったので， ζれらについて報告する。

実験の部

試薬

1. J2 Hr!1筑波...・ H ・－－－…・・0.02N



2. Pb(AC)2……....・ H ・・10%aq

3. KJ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15%aq

4. SnCI？.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40% in cone. HCI 

5. モリブデン酸アムモン…1%in5N-H2S04・

'6. 硫酸ヒドラヂン...・ H ・－…・0.15%aq

7. 亜鉛………...・H ・....・H ・－－砂状（無批素）

凸

D 

F三q,L律7試；去の装置
u と日記

装置 Fig 1を参照、

定霊法

吸収管D（こMr液を使用直前に0.OOIN~こうすめたもの
-5.0cごを正確にとり，ピンAにはAsとしてそれぞ‘；j1,3γ、

10γ になるように標準液を加えラ 2種の装置を作ったっ

（別l乙盲検として，他に同装寵1｛聞を同時に用いた）。

次にピンA~乙濃塩酸 5cc，さらに水を加えて、全量30

cc位にし，これにKJ液2cc,SnClz液0.5ccを加えラよ

くふりまぜ，室温に15～30分放置する。 BIこは脱脂綿

をつめ，これにPb(AC)2液をしませ、余分を水流ポン

プで吸いとっておく。処定ll!i＇間後、装置を連結し令官 D

は，氷をうかせた水浴（5°c内外）に浸し宅亜鉛を
1. 5g ピンA~こ投入し，密栓してラ発生するAsH3 を管

D中l乙1時間吸収させる。 i吸収後管Dをはずしラ （連

結管 Cの水滴は出来るだけ＼管Dt乙落す。）これにモ

リブデン酸アムモン液0.5cc，硫酸ヒドラヂン液0.2cc

加え，よくふりまぜ，ゆるく栓をして沸騰水浴中に10

分加熱発色せしめ，流水中で室温lこまで冷却し，これ

をベツクマン分光々度計のIcm液！閣のセJレにとり，

840mp, における吸光授を百検を対称として測定す

るο このようにして3γ，101'の2点についてのみ9

20数回繰り返し，呈色の再現性：｝： 調べfこ0 Fig2，の

標準検量線は1γ ｛出こ各5回測定し，平均値を用いた

が，各点はほとんどー［！？｛線上にのり，ラムベ jレトベ

アーの法則に従つ7こ。

%T 
100 

i「了・ 2 
q As才票準ホ食量浮泉
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Q
U
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円
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；夜戸 lC汎

8 4-0 my 

40 

30 

＼ 

LOO 2 4 6 8 I 0 As （わ

結果

O呈色の再現性

3γi 標準偏差 0.10（γ） 

10γ 0.12 （γ） // 

0危険率5%に於ける誤差範囲

3-Y 士 0.20γ

土 0.24γ
av. 士 0.22γ

10γ 

更にAsHsとして管D の中広吸収させた場合の回収率

を調ぺたところ， 5γの時92.6%ラ10γのII寺は93.3%で

平均して， 93%の回収率であった。また，ラムベルト，

ベアーの法則に従う定量限界はO～11γ であった。

(FiG2.参照）

次に壊機法2種についてその回収率を比較してみた。

QMg塩添加による灰化法

やや大きめのJレツボに粉乳2gをとり，これに枇素標準

液を加え，さらに飽和Mg(N03）？.波6ccを加えーよく

混和し，重讃煎上叉は乾燥器中でほとんど乾回し，

Uくいで、小火炎でゆっくり炭佑後， 600°Cで灰化し，灰

分を10%塩酸15cc~こ溶解しラこれを水で適量にうすめ

検液としたコ

0硫硝酸法

粉乳lこ批素標準液を加え，常i去に従い検波を作った。

mζ管法・…・・前記のモリブデンブJレ…法を用いたJ

0結果は下去の通りである 3

( 47) 



壊！選法

硫 7iibl 酸法

Mg塩添加によ

る灰化法

上記iこ見られるように守 2法と色有意の差はないが，

灰化法の万が，仕事がき fl~ ＇にゆくし，硫硝酸法のよ

うな硝酸追加の手間も省け，加える薬品も少く，有利

であると思われる。

最後の実験として雪グツトツアイト法でヲ硫酸酸性

の検液をNaOHで中和して生じるで硝の量で，定量値

が異なるので，前記のモリブデンブ、ノレー法で、は，どう

なるかを調べ、たところ雪下表のような結果であった。

加え？こAs（γ）

10 

5 

上表のように，前記の定量装置のピンAの中ので硝の

量は 4gまでは誤差範囲に入るので何等差支えなく，

6g位でも実用上ほとんど，さしっかえないζとがわ

かった。

まとめ

本稿のモリブンデンブルー法は，誤差は最小士2%

最大士7%，平均して士5%内外で定量でき，検体の

壊機lζ当つては， Mg塩添加による灰化法を，従来の

硫硝酸法iこかわって行うことが有利であると思われ

る。

新井養老，

松井多

三雲隆三郎

西垣 進

XVIII 市販食品縫詰の耀巻締

について

食品獣医部食品課

権詰における細菌汚染の原因のーとして密封不完全

があげられる。そしてζの密封の良否はその大部分が

巻締状態の良否と云っても過言ではない。

我々はここに一つの標準寸法を選び市販擁詰の巻締

がどんな状態にあるかを測定し，細菌汚染との関係を

見きわめるべく雪以下のような調査を継続中であっ

てすここに得られた結果についての検討考察を報告す
・ク

〆＇~ 0 

｛曜巻締の測定

1. 試料

都内lこ発生した健詰中毒の残品及び参考品ヲ食品衛

生監視員が都内各所から収去したもの計 108個を使用

した。

2. 巻締寸法の測定

標準寸法

T; 55～58 

w; 118～125 
上記の試料について権詰用マイクロメ｛タを用いて

測定した。測定は図示したように各誌料のラップ部①

をふくむ計8ケ所の厚さ及び幅について行った。

第1表はTが標準寸法より大きい数値を示し細菌を

検出したものである。各部の測定値は最小値と最大値

を示し， （ ）内はラップ部の簡である。 108例中16

例にみられた。

立Jラγフ部［し与p)

＠ 
芳一回

一円九べ

μ
一
川
｛
｝

立
ロ
ロ
u

フ
〆
吋
ハ
／
」

一フ

分

r

同
町
ロ
円缶

日ト！； ホテーフ・ソケ
C.H Jカハーフ：ソケ

会Ii2表は巻締のTが標準寸法より大きい値を示す

が，細菌を検出しないものである。 108例中6例に見

られた。

tfB表は巻締のTが標準寸法より小さい値を示すも

のである。 108例中例4にみられた。

結論

( 48 ) 



上記の各表について考察すると第1表においては，

細菌を検出するものはその巻締におけるTカ九吋エれち

0.059吋をこえる部分があり， Wは少例をのぞいて，

ほぼ標準寸法内にある。

第2表は細菌不検出でTが 0.059Pオをこえるもので

6 {)'lj (5.5%）にみられる。 Wはほぼ標準寸法内にあ

るコ

箔3表ではTが 0.055［］すより小さいものであってち

細菌が検出されていることがわかる。

Tの値が小さくても巻締が密lこ，或いは竪く締めら

れていることにはならないのであって，たとえばカバ

ーフックラボデーフックが正しく重なることなく，直

線的に巻締められてしまった場合には小さな値を示す

ことになり，当然細菌に汚染されるおそれが出てくる

番 £勺ごL T w 

37 56～59 (69) 118～119 (134) 

38 57～60 (69) 117～120 (139) 

53 53～59 (70) 109～111 (122) 

73 56～63 (71) 111～115 (114) 

79 56～59 (70) 117～120 (134) 

97 52～61 (62) 116～122 (127) 

101 57～59 (70) 119～122 (141) 

102 57～59 (70) 120～122 (134) 

126 56～58 (71) 117～119 (128) 

3 60～61 (68) 123～125 (132) 

7 59～62 (68) 123～126 (129) 

11 67～74 (66) 81～ 86 ( 96) 

16 60～61 (70) 123～127 (131) 

A 56～59 (68) 119～125 (137) 

B 55～59 (69) 117～119 (116) 

c 55～59 117～118 (116) 

番 号 T w 

30 52～55 (65) 112～116 (125) 

39 57～60 (70) 112～116 (125) 

40 57～63 (69) 113～120 (134) 

48 58～61 (73) 116～119 (122) 

56 56～63 (70) 115～122 (121) 

80 56～60 (69) 116～121 (129) 

( 49) 

わけである。 Wは標準寸法に近い値を示している。

以上の結果から，ここに用いた標準寸法をこえる部

分のあるもの，及び標準寸法よりいちじるしく小さい

値を示す部分のあるものについては，すべて細菌検査

を実施する必要があるものと考える。従来権詰の検査

においては検体の収去に｜怒して外観や打臨検査或いは

製造年月日等から良否を推定して試験を行っていたの

であるが，この他に更に権巻締の測定を加えれば細菌

lこ汚染された不良雄詰をより以上確実に捕捉でき，食

品衛生監視上予試験的に役立つものと思う。なお不良

巻締部を切断してさらに詳細に検討しているがーその

考察は第2報で行うこととする③

松井多ー， 北村久寿久

遠藤英美， i白井家寿太

T w 

56～57 (68) 119～121 (134) 

54～57 (68) 120～122 (131) 

53～70 (72) 108～120 (123) 

52～57 (63) 112～118 

55～57 (72) 119～122 (125) 

57～59 (63) 113～117 (132) 

52～56 (69) 114～119 (128) 

53～56 (69) 118～122 (127) 

55～61 (67) 116～118 (13c1) 

56～59 122～125 

57～60 126～128 

57～61 89～ 99 

56～59 121～124 

55～59 (65) 117～119 (128) 

55～56 (68) 121～124 (130) 

55～56 (68) 124～124 

T w 

58～62 (71) 115～119 (125) 

57～59 (73) 121～122 (127) 

56～57 (69) 119～122 (125) 

50～53 (66) 115～118 (112) 

54～63 (85) 109～121 (124) 

55～56 (69) 118～120 (130) 



番 号 T w 

63 52～54 (70) 116～118 (131) 

64 52～55 (67) 115～118 (125) 

70 51～52 (66) 113～116 (116) 

83 53～56 (69) 116～117 (119) 

XIX Paper -Stripによる乳

及び乳製品の大腸菌群検

査法について

食品獣医部獣医衛生課

Pape-Strip法はー 1955年ドイツにおいて Forgが

創案した大腸菌群検査法でー培地を吸着乾燥させた

Paper-Stripと名ずける細長い紙片を用いて一定量

（普通は0.lee及び1.Occ）の検体を吸収しこれを37°Cで

8～10時間培養した後ラその梼紙上に発現する赤色班

の有無及び数により検体一定量中に在：序する大腸菌群

を検出定量する万法である。この方法はおもに牛乳，

水などの液状の検体を対象として利用され，操作はき

わめて簡単で，しかも迅速に結果が得られ雪特に検査

に際してシャーレーピペットラ試験管などの器材を一

切必要としない利点がある。

詳細な点についてはパテントの関係もあって，はっ

きりはわからないが雪要するに特殊なろ紙lこ大腸菌群

選れ培地（B.G.L.B.叉はデスオキシコレート培地）

と指示薬として Tripheny 1-tetrazoli um Chloride 

(Ill各称T.T.C.）が吸着乾燥させであるためにラもし検

体と咋告に大腸菌併が吸着されれば，吸着した場所で

大腸菌群が発育し，脱水素酵素を！草生し，これにより

tetrazolium塩が還元されて集溶の部分が赤色を呈

するというのが Paper-Stripの機構の，tiJ'llll告である。

筆者は先般入手した Paper-Stripについてその性

能を検討する目的で乳等を対象として本法と従来の方

法との比較試験を試みた。以下はその概要である。な

お本研究の内容については第ω回日本獣医学会におい
て発表した 3

工 試験材料及び試験方法

試験材料として基礎試験の場合は大腸菌E.ColiI型

株の牛乳浮磁波（菌数の少いものと多いもの）と生乳

を，応用試験の場合は研究所に検査依頼のために送附・

された市乳，還元牛乳等を用いた。

( 50) 

T w 

53～54 (64) 120～124 (130) 

52～54 (69) 112～116 (125) 

51～53 (64) 115～118 (127) 

50～51 (60) 116～119 (124) 

1) Paper-Strip法：使用した Paper-Stripはデ

スオキシコレート培地をふくむ Bacto-White”Strip下

及びB.G. L. B培地をふくむ Bacto-Green-Stripの

2種類でτ それぞれ1.0cc用とO.lcc用とを使用しラ成

績判定は37°C-10時間培養後に行った。

2) 平板培養法：栄研製デスオキシコレート寒天及

びデイフコ製ヴアイオレツト・レッド胆汁寒天（V.

R.B.A）を使用しラ 37°C 24時間培養により成績を

判定した。

3) 臨酵管試験法（M.P.N.万式） ：栄研製 B.G. 

L.B. t宮地を使用し，衛生検査指針の方法lこ準拠して
M. P.N. を算出したo

11 試験成繕

1) 基礎試験

イ） Paper-Strip 法と平板培養法との比較

生乳を試料として Paper-Strip法とデスオキシコ

レート寒天による平板培養法との比較を行った結果，

大腸菌群定量値！習に有意差は認められなかった。

ロ） Paper-Strip法令 M.P.N.法及び平板培養法

との比較

E.Coliの牛乳浮激菌液及び生乳を試料としてPaper・

-Strip法ー M.P.N.法，平板培養法の3者の比較を行

った結果ー 3者の定量値聞にいずれも差が認められず，

O.lcc用 Paper-Stripは1.0cc用PaPer-Stripの1/10

の菌数をかなり正確に測定し得ること，したがって菌

数が多い場合には0.lcc用 Stripと1.0cc用Str旬の両

者を併用することが望ましくラまたT.T.C.が還元さ

れやすい物質であるために Strip使用前は遮・光に十分

注意せねばならぬことなどを知る ζとが出来た。

2) 応用試験（Paper-Str匂による市販乳中の大腸

菌群検出試験）

基礎試験の結果 PaperStrip法と従来の方法と

の間に有意差のないことがわかったのでラ市販乳（市

乳30例，還元牛乳 18例，乳飲料2例） 50例について

Paper Str句法による大腸菌群検出試験を行った。

対照試験法としてデスオ牛シコレート寒天と V.R.B.

A.培地による平板培養法を採用した。その結果令 3者

の大腸菌H



おり今定量（底間にはかなりの動揺がみられる場合もあ

るが大体において古しっかえない程度に一致すること

を認めー Paper-Strip法が従来の万法とほぼ同等の

性能をちつものであることを知ることが出来た。

びむす

新らしい大腸菌群試験法としての Paper-Strip法

について検討し，本法が従来法とほぼ同等の性能を有

することを認めた。本法の簡便．迅速等の点から将来

フィールドにおける利用価値大なるものがあると考え

夫佐田白子3i
 

xx脱脂綿の水分の消長に関
ナる実験的研究

化学試験部医薬品第三課

害者 言

一般に繊維衛生材料の水分量ゃーこれら製品の吸湿

脱湿の態度についての実験的報告は少なく薬局方等の

公定書や，その他の規格でも記載されたものは少な

しわずかに！日陸軍衛生材料消耗品規定に7%以下と

規定されているに過ぎない。近頃衛生材料の販売が激

しくなるにつれて，世間には重量不足の不良品が販売

されーまた多量に水分を吸収させて故意［こ重量増加を

計っているなどのうわさが飛んでいる。そこで衛生局

薬務部の依頼で市販脱脂綿の含有水分量の測定，水分

して，行政の基礎となるべき実験的研

究を行いラその結果がおおむねまとまったので報告す

令。

実験と考察

1 市販脱脂綿の重量と水分含有量・・・表 1：参照

誌料24種（メ｛カー12社）の包装紙を除いて重量を

測定した3 次にその一部を精密に秤量したのち五酸化

燐デシケーター中に入れ真空ポンプで減圧としき 7日

間政置し再び秤量し，その前後の重量差を水分量とし

に。その結果は表示重量をこえるもの21種，不足のも

の3種であり，最大 2.8gの過剰なはかり込みと最小

2.5gの重量不足があった。

水分量は試料24種中，最高8.71%，最小6.99%であ

りー最高値と最低値の差は1.72%で比較的上下の巾が

狭く．算術平均は7.48%であった。従って市販脱脂綿

｛こはいちじるしく水分をふくむものは認められなかっ

2 無包装脱脂綿の吸湿及び脱湿状況…図1参照

市販脱脂綿約7gを精密に秤量し．五酸化燐デシケー

図I 人工高湿度下の政；盟状況

守丸、百円安亡ペ～ Q円。ノ
ニLrJ10. bミc-JU uu;a 

¥ 

I 2345689JOJJl213l516123467S910 

( ZOCIOO%温度呂同窓お牛波宮田!z）（空気色荻置己紋）

ターにいれて減圧とし7日間放置して含有水分量を零

とし，さらに20むCの恒温で視度100%の密閉容器中に

いれ，その吸湿状況を記録した。この場合の吸湿状況

は図工のように徐々に水分のl投収が認められ， 16日経

過後では約16%の水分含有量を見た。この高湿度中の

ものを湿度55～80%の平常の室内に放置すると急に脱

湿して24日昔間後には含有水分量は約9%を示し，以後

7～8%で平衡状態に達する。

3 包装された脱脂綿の扱混及び脱湿状況

a 紙袋包装のもの・…・・図E参照

A君ヰ4キ重

20 

Bkl手4非主

一一一一～ー／＼

1 （放置日数） JO 15 

ff 
空気中に！日放置後

1 （放置日数） J 0 15 20 

20 

c~羊4,i-重

試料12種を A.B. C.の3群tこ分け紙袋のまま秤量

( 51 ) 



市販脱脂綿重量及び水分率
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し，減圧した五酸化f持デシケーター中氏入れ， 7日開

放置後再び秤量し，合石水分量を零とし，次にこれら

を空気中？と放罷し，大気中の水分吸収状況を求めるた

め重量を毎日測定した。この結果は試料はいずれも水

分のl吸収がすみやかで，デシケーターから取り出し，

大気中に放置すると24時間後には，ほとんど元の水分

量に近い7～8%を示すに至りラ湿度55～80%の室内

氏20日開放置しその間の水分量を測定すると試料12種

中最高8.61%，最小6.00%であり，各群の試料共、同

一言fの水分の消長に関してはほとんど同型の曲締が得

られた。其の一例を｜玄］IUこ示す。

b ポリエチレン袋包装のもの・・・｜玄］JT［参照

実験aの紙袋包装のものと同一条件で突指した。こ

の場合の吸湿態度は紙袋包装の場合とは異なりう水分

増加は緩漫でO→ 7%までに9～101ミiを要する。

図Eポリユ子レン袋入脱脂綿の吸湿附！!Ill状J見の－，r9リ

「！ィ g,

jヘZ民投
二吾問？J¥

半3悶
U応＂＂ 1（枚宣Bit¥)10 

,c及~~）－－－－－一一一一一

器中で12.2%の水分を吸収させた後，平常室内湿度中

lこ放置した時の脱j屈は：緩漫で45日経過するもなお相当

多量の水分合有率を見ている。

このようにポリエチリレン袋包装の脱脂綿のI関誌

脱湿は緩漫であるから製品包装作業nれこ多量の水分を

ふくませたちのは長時間その状態を保ち，従ってポリ

エチレン袋包装のちのにi浪つては多量の水分を合二仔さ

せたものを或一定WJl¥'TI市販する事は可能であると考え

られるコ

20 15 

茂

XXI 化粧用クリーム中の
Hexachlorophene (Gll) 

及びBithionol(Actan1er) 

の新北色定量法

緒雷

近年l的関殺菌剤としてHexachlorophene( G 11）及

び Bithionol(BTO）が化粧用クリーム，石市民手iこ添

加利用されつつあり，従ってこれらの試験j去の必要に

せまられているコ従米間々の万法が報告 1-6されてい

るコそしてこれらの万法は単品では良好な成績を示

すが，クリーム等に添加された場合には実胞が困難と

／＇＊＇排仁 I川ゴサi
2"::>tとpj:Jl,;;c.1 ・＂＇、化学試験部

( 52 ) 

叉， 20°C100%湿度概閉容器中で，12.2%の水分を吸

収させた後ζれを平常の室内に故置し，毎日の脱湿状

態を測定したところちその脱出状況も亦きわめて緩漫

で451:::1経過するちなお 9.7%の水分合有量を示した。

総括及び結論

1 nr版脱脂綿24種の水分含有量を測定し j’ことこ
ろう最高8.71%ラ最低6.99%ラ平均7.48%でいちじる

しく水分を合むものはなかった。

2 tヨ装されない脱脂綿を高湿度下におくときはs

水分は訟々に吸収され16日後には約16%に達する。こ

れを湿度55～80%の室内に放置すると，その際件下で

持ち得る限界まで水分を放出しラ以後平衡状態を示す

ことが認められたョ

3 a. 脱脂綿の紙袋包装をしたものを脱混させ湿

度55～80%の普通室内：こ抜置した場合の吸湿はすみや

かで2'1時間後：こは元の水分率：こ近い数字，r示じ，以後
7～8%の水分半で＼、ド衡状態を示すに至る。

b. 脱脂綿のポリエチレン袋包装したものの吸

’~o 

水分；；：含まないちのが岐回するに約10日111¥Jを＇&iし後

平衡状態に達した 3 叉20°ClOO%湿度を有する密｜喝容

田夫，西健田



なって来るコわれわれは有機溶媒中で、 Gll及びBTO

が一定条件の下で塩化第二鉄により発色しラこの呈色

を定量法に応用すべく検討しヲほほ満足すべき結果を

得たので、報告する。

実験の部

1 本法案施の基礎的条件の検討

(1）酢酸，ピリジン，塩化第ニ鉄の濃度と皇色との関

係

Gll 20mg%アセトン液2cclこ酢酸， ピリジン及び

塩化第二鉄の種々の濃度のものを）JllえーそのH寺の色調，

抱白ラ出澱の生成等lこっき検討したっその結果は酢酸濃

度はきわめて重要で安定な呈色は 2.5%以下，塩化第

二鉄0.25%ヲピリジンは20～50%の濃度が必要で、ある。

(2.) 吸収スペクトルの測定

Gll及び BTO20mg%アセトン液 2CCtこ0.1%酢酸

アセトン？夜lee,50%ピリジンアセトンj佼0.5cc, 0. 25% 

塩化第二鉄アセトン液 0.5ccの条件で、発色， 5～30分

後にベツクマン DU型光電光度計で，その吸収曲線を

測定すると， G11は500mμ,BTOは512.Smμに最大吸

収を示すa

(3) 酢酸とピリジンの濃度と経II寺変化

(1）において得た結論を更に精確に検討するため酢酸

とピリジンの濃度と経時変化を光度比色計で調べると

0.1%酢酸は 1%酢酸より E値が高し安定度もよか

ったa ピリジンは20%'50%' 70%では共にいちじる

しい差はなく呈色後60分は安定であったコ

{4) 回帰線

Gll及びBTOの 0.5～3.5mg%アセトン液に対し吸

収曲椋の測定と同様の条件で発色させ， 5分後に測定

したE舗を求め，検量線を得亡。このE値y及び濃度

xとの関係:J::>y=a十bxとしたときの回帰万程式を最小

自乗法で求めると

Gll・・・・・・y=O. 0249xー0.00475

x =40.160y十0.1907 

BTO・・・・・・y=O.0300x-O. 015 

x=33. 3333y十0.5

が得られ Gllは1～35rng%,B'l'O 1～30mg%まで

Beerの法則に合致し，危険率土1.5%の範IIfl内にとど
＿＿，＿吋

a:. /;J。

(5) 共害物質の影響

クリームその他，実際の製品中には種々の共存物質

が~えられるので，その影響を調べt：..~ その結果は異

種フエノーJレは一般にオJレソに置換基のあるオルトク

レゾーJレ令ブレンツカテキン，サリチJレアルデヒド

等は強い呈色を示し，パラ体は呈色しないかちまたは

多i去に）Jllえて初めて呈白する 3 パラオキシ安息香酸エ

ステ Jレ~nは 480n11;, Iこ極大のある呈色を示すがヲ 1% 

( 53 ) 

以上でないと発色しないから，クリーム与の防関剤と

して使用される量では影響はない。ま7こ抗酸化剤では

プロピJレガレートラ NDGA，エチルプロトカテキン酸

はそれぞれ，明青色，緑青色黄緑色に呈色するが

660mμ, 700mμ以上で、ある。 BHAはほとんど呈色し

ない。次に非フエノーjレ性物質では， 2%のグリセリ

ン添加は約30%E値を低下させ．その影響は大きいっ水

5%の添加は発色後ラただちに潤濁し，次第｛こ沈澱を

生ずる。 2%Span20の添加はほとんど影響しないコス

テアリン酸の5%添加は20分で出澱を生じラ 1%では

いちじるしい影響はない。実際の話料の処理に当つて

はあらかじめ，できるだけ除去することが必要であ

る。

2 クリーム中G11及びBTOの定量

0ハ厚型， W/O型のクリームをつくり，これらにいず

れも0.1%G11，及びBTOを加えた試料を 105°Cで1

時間加温し水分を除いた後，アセトン20ccを加えて｝J日

温，冷却， i戸過し，更にアセトン20ccを加え＇ i戸紙を
磨砕しう更にi列島しヲアセトンlOcc,5ccで洗い， t戸
液及び洗液を合せて50ccとし事その2ccについて発色

測定すると混論値l乙対しO/W型では82%,W/O型で

は94%を示した 3

次l乙実際の市販クリームのGll及びBTOの含有量を

測定すると2.7～11.2mg%（補正値）で市販品の含有

量は低いことがわかる。

土士
山口

呈4
E問

アセトン，酢l抵ピリジン混液による疎水溶媒中で塩

化第二鉄によりGU及びBTOの比色条件を検討し次の

試験法を得たコ

GU及び BTOの0.1～4mgを含む試料（クリーム

は約3g）をとり，アセトンlことかし20ccとする。水浴

上で加温，揮発分を溜去し，さらlζ105°Cで11昨日l!Jll

温して水分を除いた後，アセトン20ccを加えてJmilfil,

溶解後冷却し， i戸過の後アセトン20ccを1JlliL‘次ICyfi 

紙を磨砕しラ再び炉過し，アセトンlOcc,5ccで洗い．

炉液を合せ，アセトンモ加えて50ccとする。次にこの倹

液2ccを共栓試験管にとり， 0.1%酢酸 2cc守 50%ピリ

ジン液0.5cc, 0. 25%海化f;fi二鉄液0.5ccを！明次IJllえ今

振りまぜた後， 5分後l乙Gllは512.5m1i, BTOは500

mμで、測定する .:J AKA光·~jff:比色計では何れも S---4 で

測定し，そのE値より次式によって含有量を求める今

Gll・・・・・・X=40.16Qy÷01907 

BTO・・・・・・X=33. 3333y十0.5

（試薬）

50%ピリジン波：ピリジン 1容十アセトン 1容

o.1%M＝酸：氷酢酸0.lcc;'fアセトンlOOccにとかす



0.25%塩化第二鉄液：塩化第二鉄0.25gをアセトン

lことかして100ccとする。

田村健夫，戸谷哲也
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XXII市販ピタミン錠の品質

について

化学試験部医薬品第一課

我が国において単一Vitamin(Vとする）製剤，叉

は眠、 B2ヲA,D等のニ三のV複合剤が市販されたの

はかなり古いζとである。その後1946年米国でN.N.R

l乙叉1947年U.S.P. XIIH乙HexaVitamin Cap.及

びTab.の名称で， V.A. D. B1. B2.ニコチン酸アミドヲ

Cの6種のVをふくむ製剤が収載され，いわゆる総合

V剤なるものがとりあげられる様になった。続いて米

国では1955年U.S.P. XVにいたり， HexaVitamin 

lこ代りさらに前記6種のVの他に B5，葉酸τ パント

テン酸，B12を加えた DecaVitamin Cap.及びTab,

を収載し今日に及んで、いる。

わが国ではほとんどこの DecaVitamin にも匹敵

するような組成の製剤がU.S.P.Iこ先んじて＇ 1951年頃

から現われ，翌年にはこれにミネラルを加えきさらに

J店街肝性物質やホJレモン等をも配合した製剤さえ出て

きている。本来総合V剤は人体に最も欠乏しやすく，そ

の症状が著明に現われ，かつ予防最と治療量とが確定

している前記6種のVから発足したもので，米国にお

いては予防医学的な考えのもとに盛んに使用され，わ

が国でも年々このような考え万から総合V剤への関心、

は広く普及し，一部には万能薬視する誤った傾向さえ

も見られる程である。しかしここに我々として疑問を

もつのはうこの閣製剤の製造方法はもちろんながら各

Vの安定度で，市場にはんらんしている有名無名の製

i:'ii1:di:~はたしてどの程度種々の保在条件に耐えてその品

質を保証し得るか，全国にさきがけて集め得た29；［垂の

試料につき， A,B1, B2ラCの4成分Vを定量し検討を

1111え？ニリ

定量法

1) v A雪紫外部i段収測定法一U S.P. XV法2（と
より 310mμ, 325m1-i‘ 334111/.lの3点の吸光度を測

定し数学的な補正吾行う。同時に 300/325‘310/325き

350/325の3点の政光比をも確認した。ただし溶媒は

石i1IJベンジン3を使用した。

2) V B1・P.アミノアセトンフエノン法一遊離型B1

のみにつき白土岐着4を行い桜井氏試薬を加えて同時

に含量既知の標準液につき操作したものと530111/.lで比

色定量した。5 なお回収率は同時に操作して補正した c

3) V B2・吸収スペクトクル法6＿総合剤は B2含

量が高くかっ従来の経験から KMn041こより酸化脱色

した試料溶if:交について比色定量し得るので今回も氷酢

酸ラ KMn041こより脱色し同様に操作して， 445mμ に

おいて比色定量した。

5) 使用機械ベツクマン分光々度計ー DN型，コ

ールマン分光光度計雪ユニバーサjレ14，八木式微量蛍

光光度計。

試験成績試料についての4成分のV定量値は〔表

工〕のとおりである。叉4成分Vの表示含量に対する

%から全試料の合量の分布を示すと〔表ILTII）のよう

になる。すなわち① B1で、は表示に対して105～114%

が12/29で最も多くー90～104%が7/29でこれにつぐ。②

B2で、は 95～104%が11/29で最も多く， 115～124%が

8/29で次に多く，105～114%が 6/29,95～104%季節～

94%が共に 4/29でこれについでいる。さらに表示の

15%以上を合有するるのはB2で、7/29あり，その最高は

210%にも達する。 B1は1/29で‘180%ラCも1/29で170%

である。

以上で明らかなようにB1,B2, Cではいずれも大部ι

分が表示の85%以上を含有するに反して， Aのみは

85%以下が大部分である。これは成分の中でAが最も

その単位の低下のはげしいことを示しているがヲ他方

Atこ関する限り我々の一人がすでに指摘しているとお

り， ζの種製剤中には今回行った U.S.P.XV法のみ

では正確に定量できぬもののあることがわかり， 15上

記の結果をそのまま実状として認めることは適当でな

いと考えられる。前記U.S.P.では Hexa-Vitamin, 

Deca vitaminのいずれの場合も全成分とも表示のlOQc

%以上を規定しているが，わが国の現在でiま必ずしも

適当でないので一応85%を目安として 4成分の定量値

を総合するとき29種中No.25～29の5：［重は全く不良品

と断じて異論ないものであり， No、1.2. 3. 4. 5. 6. 7. 12: 

15. 18. 19. 21. 22の11種は品質優良でJ住民’し得るものと
認められる。 〔表lV〕
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去 1

試料No. 製造者 包装 斉日 型

1 A 30 ゼ、ラチンコート
2 // 30 ゼラチンコートミネラ Jレ入
~》〉 B 100 賠~ltf衣ミ衣ネラ Jレ入4 c 60 
5 // 60 // // 

6 // 100 1草f 友
7 D 30 // 

8 // 50 
転札ゼii衣フミネラ Jレ入9 // 50 
チ衣ンコートミネラjレ入10 E 100 

11 // 30 // // 

12 ／／ 100 // // 

13 F 100 衣
14 // 30 ゼラチンコートミネラル）＼.
15 G 30 将i 衣

16 H 30 // 

17 I 30 // 

18 // 120 グミネラ Jレ入フ （ダブル丈）
19 J 30 ゼラチンカ セJレ
20 I王 30 1保i 衣
21 L 30 

糖糖私柏立衣d衣tミ衣ネネラル入22 // 30 
23 M 50 ラル入入（ダブ、ノレ丈）
24 N 。。 ミネラ Jレ
25 。 160 // h 

26 // 60 // // 

27 p 60 // // 

28 Q 50 
糖糖衣衣ミネラJレ入29 R 90 

湯本芳雄，田窪栄

鈴木二郎今川口京子
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定量値／表示量%

V. A V. B1 V. B~ v. c 

88 108 104 103 
80 107 95 143 
111 98 100 104 
92 139 123 103 
80 71 123 59 

100 110 89 122 
90 105 120 118 
74 108 174 110 
84 108 100 115 
84 113 100 115 

79 106 104 106 
100 111 127 166 
61 81 96 92 
65 109 105 112 
93 99 104 110 

64 99 113 116 
55 86 203 105 
91 100 192 94 
98 176 119 118 
63 95 94 93 

100 122 210 115 
98 101 183 115 
66 107 102 100 
59 95 110 
48 76 32 37 

11 105 179 78 
4 56 100 。 79 96 86 
12 54 148 59 
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考

糖衣にきれつある
もの多し

外外国国メカー
メカー

カーJレ性ブ、ライス反
応陽

錠剤のわれ多し

定量塩分布表一｜



表 IV

試料
：己r主u芝山、丘三三L主子" 包装 斉リ 互3

No. 

① 2 
A 30 ゼ、ラチンコート
// 30 車ゼ衣ラテ衣ンコートミネラル入

×③ （盈5 
B 100 
c 60 ミネラル入
// 60 // // 

~ 
，グ 100 1店 衣
D 30 // 

// 50 
糖抵ゼ当衣ラ ミネラル入g // 50 
チ衣ンコートミネラ Jレ入10 E 100 

11 // 30 // // 

⑫ 13 
// 100 Jグ // 

F 100 
糖ゼ、ラチ衣ンコートミネラ Jレ入14 // 30 

＠ G 30 事長 衣

16 H 30 // 

17 I 30 // 

⑪ 2⑬ 0 

// 120 グミネラ Jレ入フ （ダブル丈）
J 30 ゼラチンカ セJレ
K 30 衣

＠ 2⑨ 3 
L 30 

糖品糊粕lf衣衣衣ミ衣ネネラル入// 30 
M 150 ミ ラル入入（ダブ、Jレ丈）

24 N 。。 ミネラ Jレ
×25 。 60 ノグ // 

x26 // 60 // // 

x27 ？ 60 Jグ 五Y

×28 Q 50 糖~T~t衣：ミ衣ネラ jレ入×25 R 90 

XXIII血清沈降反応による肉

種鑑別法（生肉）の再吟味
( q~~＂ に免疫用抗原調製法及び、沈降
原の改良について）

食品獣医部獣医衛生課

従来内極鑑別法には官能ラ解剖組織学的，理化学的

及び血清学的試験法など種々あるが，類属反応その他

により実用価値あるもの少なく，特別の場合を除いて

は主に官能試験がmいられていた。
しかし戦後食品衛生j去の施行により，同一店舗で明

記の上各種獣肉の販売が許され，なお一部lこは犬肉，f1¥i

行するなどのため，不正肉取締上宅肉腫鑑別法の確立は

各方面から要望されている。

上記試験法ヰ！血清学的試験が最も信頼性高いとさ

れ，補体結合反応，洗降反応などについてすでに各万

部で研究会れているが， i持者は未7ご試験の域を脱せず

後者については赤尾等（1955年）の研究が新らしく，

実用価値あることを報じている。我々ち今回出降反応

による肉種鑑別の簡易化を計るため，この研究に着手

し，免疫原として牛，馬，豚ラ山羊，犬などの肉lこっき赤

定量倍／去示最%
備 ！：弓

V. A v. B1 v. B2 I v. c 

88 108 104 103 
80 10'7 95 143 
111 98 100 104 
92 139 123 103 事~i衣にきれつある
80 '71 123 59 もの多し

100 llO 89 122 
90 105 120 l18 
74 108 174 no 
84 108 100 115 
84 113 100 115 

79 106 104 106 
100 lll 127 166 
61 81 96 92 
65 109 105 112 
93 99 104 110 

64 gg 113 ll6 
55 86 203 105 
91 100 192 94 
98 176 119 ll8 
63 95 94 ! 93 

100 122 210 115 
98 101 183 115 外外国国メーカ
66 107 102 100 メーカー
59 95 110 
48 76 32 37 

11 105 179 78 
4 56 100 カ ~J＼ノブライス｝文。 79 96 86 

応企!l'列＃二 陽性2 54 148 59 剤のわれ多し

尾等の万法l乙若干の改良を；IJllえて高度の出降価を有す

る免疫血清を完成しヲまた洗降原の調製｛こも再検討を

加えた結果おおむね予知の成績を得たのでそのiF'tiliを

報告する。

1 沈降素血清の造り万

(1) 免疫用抗原（免疫原）の調製

家兎の免疫に用いる抗原はなるべく新鮮なものをさ

らに外表を充分消毒したちのにつき

μ） この内をホモジナイザーで磨細し滅菌蒸j出水で20

%の乳剤とする 3

（ロ） ドライアイスラアJレコ… jレ寒剤で、急速凍結後融解

すること 3lill反復

州知：分 3,000回転速心部で10分間遠出

仁） そのよ清l乙－10.Joocrの剖l乙マーゾニン引JiIえ免疫
原とした。

（局家兎免疫法

各獣種につき！二記の免疫用tA原を旬2日！？出馬で家鬼

(2～3Kgのちの5羽づっ） の後耳静脈｛こ注射し，

9回実施後の試採血で出降価 500倍以下の家兎にはさ

らに注射を続行しラ 500ff1以上の力価を有するものを

全採血したつなお免疫に用いる抗原は旬－回新に調製し 9

21時間以内｛こ注射したっその実抱計画tf}l去のとおりコ
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が使用されていたが我々は次のような変法吾試みた。

(1) 検肉10瓦を秤量，ホモジナイザーで癌砕しヲ滅

菌蒸溜水で50%乳剤とする。

(2.) 40。Cで1時間加温浸出。

(3) 浸出液をろ過し，ろ液を出降原（原液）とした。

3 血清の力価及び類属反応の検定

出降原々液をさらに生理食塩水で順次倍数稀釈し．

これに型のとおり血清を眉積後30分以内に白色輸の現

2 沈降反応用沈降原の造り万 れた出降原の最大稀釈倍数を以て血清の力価とした。

免疫血清の力価検定及び実胞応用検査の際の出降原 その成績次のとおり。

は従来家兎免疫用抗原とおおむね同法で作られた志の (1）第2表免疫家兎の説採血日告における力価

m2表 免疫家兎の試採血持における力価

家兎免疫実施計画

日

数

量

回

射
C.C 

身］・

第1表

i程

注

注

異種抗原に対する対照試験（抗告~JR度）
血清 力 ｛両

犬 山羊 牛 ！ぽ 馬

犬 1 200 × 一 一

全継継廃南米 採 続血続棄続
2 6400 × 
3 200 x 一 一
4 6400 × 十 Fト 4但
5 6400 × 一 一 十

ι［~~ 1 400 × 一 一
継紺継~ 続続続2 400 × 一

3 400 × 一

牛 1 1600 × 士 一 士

議継全 採採 車続血2 200 × 一
3 400 × 一
4 6400 × 一 一 一

！原 400 × 一 一 全採血

馬 1 400 × 一

廃継継全継 採 続棄続血続
2 6400 x 十 十 十 十

3 100 × 一 一
4 6400 × 一
5 400 × 一

考
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可

可

可

（泊免疫血清の力価及び類属反応の測定成績

合（13表 免疫血清の力価試験成績

不
可

備

用
用

グ
H
H
H
H
H
H

万
一
グ
使
使
H
H
H
H

十

T 

十

十

T 

一
一
一
一
一
一
一
十
一
一
一

力清

備者

血



4 沈降原（肉浸出液）についての実験成績

前述のとおり泊降原は一般には免疫原とほとんど同

法で作ったものを使用するのが通例である。赤尾等は

これを変更して50%細挫肉の凍結融解したものを冷蔵

庫内に静置して肉蛋白を浸出させラケノレダーJレ法で、総

蛋臼量を測定し， 150～200mgを基準とした。我々さ

検査所要時間の短縮と簡易化を11的として50%肉乳剤

を良氏40度 11時間）Jfl温浸出し雪総蛋白量の基準を前者

と同じにした。両者の成績を比較すると}fffi3. U'i4去

のとおり差異は認められなかったコ

{I｝第4去沈降原（抗原）の比較試験成績

第4表 沈降原抗原の比較試験

抗原の 抗原の 血 I百 文す ｝沼

浸出法 最高稀釈度 馬 ！ほ 山羊 犬 備考

凍結 6400 × 十 1 対照試験における抗原の荷

40°C 6400 x ーγー 釈度は lOOxiこして総蛋臼量

凍結 3200 ×！  一宇一向
はlee中1.5～2mg 

40°C 3200 × 十

2 血清は原液

凍結 i 400 x ← 
題t

「一

十

山芋
40°C 400 × ート

凍結 6400 × 十

犬
40°C 6400 × i -, 

ω第5表実際例における出降原の比較試験成績
箔5去 実際例における沈降原の比較試験

，任、、ゴ主 ｝~ま 山羊

出降原 I J体食 J対I有 検体 対！照 検体 対！照 検体 ！対照 J体食 ！対！奇 判 定 備考

出降原……・・・ 100 × 

市 1~O＂ ~j I = I : I : I : I ~ I : I = I : I I : I 
高

血清力価

馬 牛....・ H ・－…6400 ×

i凍結 I 11: ！冊i冊1-1つ－1ぺ－｜冊｜ 馬 馬一－…・…・・3200 × 

40°C 一冊l冊冊一畔一帯 冊 馬
豚・・・・・・・…・・ 400 × 

r11~F:······· ・・ 400 × 

位＇61~0°~11-1:I: I: I= I：仁1:1=1:1馬 犬・・・・・・・・・・・・6400 × 

馬

制ー 十社 十時 十j十 牛

40°C 十1十 冊 十時 - -It十

凍結 ｜時時叫 円 十1十 十1十 ，時

40°C 十｛十十i十十件 叶 !. ti十 刊十 馬
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5 実地応用試験成績

完成した家兎免疫血清のうち力価高く，かっ））＿（~I扇反

応の少ないるのを選び，これと各保健所から送られた

収去検体（詐称または混肉の疑で届出のあったちの）

9例から，おのおの上記の方法により調製した出降原

を反応させ肉種鑑別を行ったが，その成績は抗6表の

とおり 3

6 むすび

以上の如く我々は内極鑑別用出降素血清の製造試験

を行い更に製造血清につき実地に行政的内種慌別試験

を行い，次の知見を得7こ。

1 免疫原の調製lこl怒しては，その肉浸出時間を短縮

し，免疫原濃度を20%とすることにより，家兎耳i時限

接種を行い得て，比較的短期間に類属反応のない高度

の力価を有する沈降素血清を作り得た。

2 沈降反応用抗原（可検肉浸出液）の調製について

は

}Jll祖浸出j去の応用により試験所要時間を従来法に比

してはるカパこ短縮するを得た。

3 本製造血清を用いての行政的肉種鑑別試験により

実用的に充分の鑑5JIJ効果を確認し得た。

新井養老大石純

ll！＼＇.~田平治市川忠治

m 6 cf~~ 行政的肉種鑑別試験例

I~ 抗原対肝f
グ II rlr II 'l~u 

l高
対l沼
日家
対I（仔 対I問

犬 h情 者 （収去理由）

羊
対日召 定

759 十時 （叶） 十社 一昨 - -H十 一十｜十 馬 牛こま と表示

821 -ft十（叶） -ft十 - -ft十 十｜十 一冊 馬 II 

826 -Ht （十社） 叶 十社 十1十 一十時 i苓 グ

目黒 4 （冊） 十件 十時 - -ft十 引十 十時 十社 主｜二i犬 牛のでこ容まが保と健し所て求に通め報たが異臭かめる

I/ 「。開 十件 （叶）十It - -ft十 一世 一叶 馬 牛こま と表示あるも不審により

// A （冊） 十件 一世 一世 一時 - -ft十 上記の件の再収去品

// B 十件 （冊） 十時 - -ft十 -ft十 一帯 馬 // 

// c 十1十（掛）掛 - -Ht －叶 一冊 埼 // 

// D （十時） 十件 一帯 一十時 一十時 － 十時 // 

杉 迦2 十1ト - -Ht （十時） 十社 一叶 一時 豚 豚こま と表示あるも異臭めるため

中 野 （冊） 十時 （冊） 十社 一世 一十時 十i十 牛十馬 牛こま と表示あるも不審のため

抗稀釈度原 6400× 3200× 400x 400× 6400× 
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